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つでもどこでも議会を
ライブ・録画配信の
試行をスタート

YouTubeを活用した、
常任委員会の試行配信を開始

近に議会を
感じてもらう

　　　一般質問の掲載方法を変更
　　　予算・決算特別委員会の記事を
　　　箇条書きからQ&A方式に変更

わる議会へ
ホームページ
リニューアル

情報発信や開かれた議会を目指し、
市議会のページを大きくリニューアル

報共有を
迅速に

オンライン会議システムを使用し、
会議を実施。災害時初動訓練にも活用。

わかりやすく、
より親しまれる紙面を目指し、
議会だよりを刷新

ジタル化を
推進

予算増額を最小限に、
全議員に貸与

スクラップ＆ビルドによる
タブレット端末導入

歩先の
議会改革へ

●「議会報編集委員会」を廃止
 →「広報委員会」に再編
●テーマに特化した２つの分科会を設置
 ①「ホームページリニューアル分科会」
 ②「議会報編集方針分科会」

議会内の機構改革

詳しくは市議会ホームページの
特集ページをご覧ください。

イメージ

知りたいが伝わる議会へ

第98号
令和４年11月15日
（2022年）

令和３年度一般会計・特別会計・事業会計の決算を審査・認定しました 9面・10面へ

知りたいが伝わる議会へ
議会改革のあゆみ 2019～2022

2019年 2020年 2021年 2022年

西東京市
Nishitokyo City

〒188-8666 西東京市南町5-6-13　　 042-464-1311　　編集／広報委員会　発行／西東京市議会



サードプレイス展

不在者投票のパンフレット ホームドアのない田無駅

意見　私は西東京市が他市より一番
であってもらいたくて質問する。
問　新型コロナウイルス感染症対策
について、西東京市の政策判断は「人
のいのち」か「経済」か？
　第７波における感染者の急増は予
測できたにも関わらず死亡者が増え
ている。憂慮に堪えない。
答　「人のいのち」より重いものはな
いと思っている。
問　７月の臨時会で夏休みに入る休
日診療体制など、手薄となる市内医
療に対する何らかの手だてはないの
か、と指摘した。この夏、市内医療
機関で十分に対応できたか。コロナ
により途方に暮れた人はいないと断
言できるか。近隣市では「インセン
ティブ方式」により医療支援体制拡
充の予算が計上されている。他市が
できてなぜ本市はできないのか。

答　感染したかもしれない、どうし
たらいいかわからない、という問合
せがあり、医師会の協力を得て対応
した。
問　コロナ収束が見通せない中で、
新学期に向けて教育現場は大丈夫か。
答　校長会と連携を図りながら児童
・生徒の心に寄り添い、子どもたち
の考えを尊重した教育活動を展開し、
自己肯定感を高めていく。

問　市は男女平等参画推進計画で審
議会等の女性比率 40％を掲げてい
るが、現在の女性比率は。
答　約 32％である。
問　現在市に女性部長は不在だ。市
政全般にわたる重要事項を協議する
首脳部会議に女性がいないのは問題
だ。副市長に女性を登用してはどう
か。
答　副市長の登用について性別で判
断することは考えていない。
意見　市長、副市長をはじめ部長ま
で全員 50～60 代男性で占められて
いるというのは、同質性が高い。人
口の半分は女性である。女性の視点
を生かすためにも政策決定の場に女
性を登用する努力・工夫が必要だ。
問　80 代は高齢化で足腰が弱り投
票所へ行くことが困難だ。支援策は
ないのか。

答　郵便等による不在者投票制度の
対象にならない方へは、福祉サービ
スの移動支援事業への相談を案内し
ている。
意見　通所介護施設での投票、車で
行ける投票所を指定できる、郵便投
票の対象者の要件緩和等、高齢者の
投票を支える制度の構築を検討せよ。

その他の質問
◇英語スピーキングテスト

問　昨年の市長選挙で市長は旧統一
教会から何らかの支援を受けたのか。
答　選挙対策本部のスケジュールに
基づき、政策の一端を話に行ったこ
とはある。私から当該団体に応援の
依頼を行ったことはない。
問　選挙期間中に政策の一端を話に
は行ったが、応援の依頼をしないと
いうのは私にはよく分からない。
答　様々な市民、団体から要請があ
った。その場所に行って私の考えを
お話させていただくのが基本姿勢だ。
問　今振り返って思うところは。
答　慎重に対応すべきだったという
認識を今は持っているが、当時は一
つの選挙期間中の集まりとして伺っ
たという認識だ。
問　関連団体主催のピースロード北
多摩への後援名義を取消したのはな
ぜか。

答　旧統一教会に対する社会的非難
を勘案して総合的に判断した。
問　審議会等へのオンライン参加、
オンライン傍聴を進めよ。
答　審議会ごとに柔軟な対応を図っ
ている。傍聴は調査研究する。
問　市内各駅のホームドア設置は。
答　西武鉄道と連携を図っていく。
問　公園遊具等不具合のＬＩＮＥ通
報システムの運用開始のめどは。
答　年内の運用開始に向け準備中。

問　全国 154 都市あるＳＤＧs 未来
都市だが、小中学生連携のめぐみち
ゃんメニューの事業等の実績から、
本市が選定される実力は十分ある。
答　ゼロカーボンシティの各種取組
を進めながら調査研究していく。
問　平成 29 年の一般質問で、市議
会で初めてＳＤＧｓの目標は自治体
施策に密接していると取り上げた。
ＳＤＧｓ17 目標のロゴを活用し、子
どもや若者にとって市の総合計画が
身近なものになるよう検討すべきだ。
答　本年４月策定の総合計画の基本
的な考え方では行政と市民が一体と
なったＳＤＧｓ達成と目標維持に向
けた取組の推進が不可欠だとした。
問　エネルギー価格高騰で公共施設
の電気代約１億 8,000 万円の増額
補正を行った。公共施設の太陽光発
電を増設し、災害時対応も含めた電

力調達の体制強化を図るべき。
答　施設の構造等を踏まえつつ太陽
光発電の導入に努めていく。
問　８月のサードプレイス展で87団
体の居場所が紹介され、市の重要な
資源だと感じた。居場所運営の人の
つながりをつくるため、公民館が非
常に重要との指摘があるが、見解は。
答　公民館は「つどう・まなぶ・つ
なぐ」をキーワードに活動支援する。

学校での同調圧力について
問　コロナが続く中、みんなと違う
思いや意見を言い出しにくくなって
いる子どもがいる。教師の声かけや
学級運営を総点検してほしい。
答　活動制限が続く中、不安やスト
レスを感じている児童生徒の心に寄
り添った対応を行う。

在宅介護へもっと支援を！
問　介護には休息（レスパイト）が
必要だ。だが、医療行為が必要にな
ると、預け先のショートステイが大
幅に減ってしまうのは課題だ。
答　在宅医療の利用者は1,554人と、
平成 27 年度の約 1.7 倍に増えた。
医療が必要な方が受入れ可能な後方
支援病床を市内５病院に１床ずつ確
保している。
問　年間利用者はわずか 35人だ。
1,554 人に対しあまりに少ない。周

知や運用に課題があるのではないか。
答　課題の整理を行い、介護者支援
につなげていきたい。
性的マイノリティの権利保障を！
問　都のパートナーシップ宣誓制度
が11月に施行する。ＬＧＢＴの方々
の権利保障のため積極活用すべきだ。
答　制度の周知に努め、都の受理証
明書をどのようなサービスで活用で
きるか整理検討する。

第３回定例会で26人の議員が行った主な内容についてお
知らせします。掲載内容は、各議員が執筆し、その責任のも
とに掲載しています。
質問の全文は会議録に掲載します。会議録の公開予定等
は11面をご覧ください。

一般質問とは、議員個人が市政全般について市長や教
育委員会などに質問することです。
西東京市議会では、答弁時間を含めて１人当たり50分
の持ち時間で行っています。

本会議の模様は議会インターネット中
継から視聴することができます。ＱＲ
コードからアクセスしてください。

＊インセンティブ（incentive）　仕事の成果に応じて支給される成果報酬や表彰、人事評価などのこと。
＊ショートステイ　児童や障害児、高齢者の心身の状況や病状、その家族の病気、冠婚葬祭、出張等のため、一時的に養育・介護をすることができない、または家族の精神的・身体的な負担の軽

減を図るために短期間入所として日常生活全般の養育・介護を受けることができるサービス。
＊ケアラー　介護や看病、療育が必要な家族や近親者を無償でサポートする人のこと。

※公開期間は、定例会分については、次の定例会の初日の録画中継が公開されるまで、
臨時会分については、公開の日から 3カ月間です。

西東京市は一番がいい
いのち・経済支援・そして教育も大事だ

無所属①　小峰　和美

市長選挙期間中の旧統一教会訪問が発覚！
関連団体イベントへの後援名義は取消しに

市役所内に女性部長０人は問題だ！
政策・方針決定の場に女性を増やす努力をせよ

生活者ネットワーク　後藤　ゆう子 無所属④　田村　ひろゆき

ＳＤＧｓ未来都市から希望ある未来を目指せ
人のつながりから第3の居場所づくりを

ショートステイが使えない要介護者が急増
在宅介護のケアラーへ支援と休息を！

無所属③　納田　さおり 生活者ネットワーク　かとう　涼子

一般質問の要旨

＊

＊

＊

西東京市
Nishitokyo City

令和4年（2022年）11月15日 第98号 2



だれでもピアノ

市ホームページの後援名義使用の承認取消しページ文理台公園

問　75 歳以上が加入する後期高齢
者医療制度は、窓口１割負担が、
10 月１日から２割になる人が出て
くる。２割負担は、経済的に困難な
高齢世帯を直撃し、受診抑制が心配
される。該当者はどれくらいか。
答　本市の被保険者数は２万 6,700
人で、このうち４人に１人以上の7,000
人が２割負担となる見込みだ。
意見　高齢者の実態をつかみ広域連
合に伝え、制度見直しの声を上げよ。
問　公共施設等総合管理計画の改定
で、施設関係団体とのヒアリング・
アンケートが行われた。公民館と市
民交流施設の民間活用についての回
答はどのようなものか。
答　民間委託は適さないという意見
や、誰でも無料で使えることが重要
で民間委託で有料になるのであれば
現状維持が良いとの回答があった。

意見　アンケート結果や利用者の声
を尊重することを求める。
問　小中学校の学校図書館への１校
１名の学校司書配置の利点について
の見解を伺う。
答　学校司書を毎日配置した場合、
学校図書館の環境の向上や学習の充
実が図られる。
意見　１校１名の学校司書配置で、
学習の充実をより図ることを求める。

問　今年の６月に内閣府から若年層
の性暴力被害の実態調査の結果が公
表された。痴漢に関しては、警察に相
談した被害者は９％にとどまり、性
暴力が心身に負わせる傷の深さも調
査の中で示されている。性暴力や痴
漢の被害者からの相談対応は市でど
のように取り組まれているのか伺う。
答　女性相談や人権身の上相談での
対応とともに、必要に応じて警察等
とも連携しながら対応している。
問　性暴力は加害者がいるから発生
する。性暴力の加害者にさせないと
いう観点からの未然防止の啓発も重
要と考えるが、見解を伺う。
答　暴力は振るうほうが悪いという
ことを、様々な啓発活動の場面で改
めて周知していく。
問　ジェンダー平等の社会を目指す
中で、同意のない性的行為は性暴力

であるという認識が不可欠であると
考えるが、市の見解を伺う。
答　同意のない、対等でない、強要
された性的行為は全て性暴力である
と認識している。
「だれでもピアノ」今後も実施を
問　こもれびホールで開催された
「だれでもピアノ」は今後も実施し
ていく意向なのか。
答　継続実施に向け調整している。

問　保谷庁舎が解体され、市北東部
の方から「この地域には何もない」
との声を聞く。中学生へのアンケー
トや市民意識調査でも北東部の方は
「西東京市が好きではない」と答え
た割合が４つの圏域で最も高く、嫌
いな理由１位は「アミューズメント
施設がない」だった。「子どもが安
心して遊べる場が不足している」と
の声も多い。視察で訪れた山形県東
根市の屋内の遊び場「けやきホール」
は全天候型の年齢制限なく遊べるす
ばらしい施設だった。保谷庁舎敷地
にも屋内アスレチックのような遊び
場を、文理台公園には大型遊具や水
遊び場等を設置し、市のランドマー
クとして一体で整備できないか。
答　大きな課題と認識している。庁
舎統合の時期を見定め敷地活用の期
間を明確にし、活用方法を検討する。

意見　たとえ暫定期間であっても屋
内の遊び場を検討に入れてほしい。

その他の質問
◇特養老人ホームの増設
◇補聴器への補助
◇国葬
◇学校給食の無償化
◇英語スピーキングテスト
◇高校生の生活保護世帯の修学旅行
代の補助

問　市は、旧統一協会と関連のある
「ピースロード北多摩 2021・2022」
の後援承認取消しを行ったが、当然
である。市民に経過説明と謝罪なり
所感を明らかにし、今後一切関係を
絶つべきだが、見解は。
答　この事業の公共性、公益性を担
保する面から、取消しの判断に至り、
ホームページで公表。これ以上のも
のはない。今後については、司法の
動向等も含め注視する中で、適切か
つ慎重に対応する。
意見　宗教活動を隠れみのにして反
社会的行為を繰り返すことにお墨つ
きを与えることに対し、市長として
の明確な責任をメッセージとして示
せないのは重大で無責任だ。
問　2021 年市長選挙における旧統
一協会及び関連団体との関係につい
て伺う。

答　政策の一端を話しに訪問、選挙
応援依頼は行わなかった。旧統一協
会が名称変更をした団体との認識な
し。今後は慎重に対応する。
問　訪問は１人か、同行者がいたの
か、誰かの紹介があったのか。
答　記憶にない。
意見　旧統一協会との認識なし、記
憶にないでは済まない。先の市長選
時訪問の真相を明らかにすべきだ。

問　アスベストにはそもそも国が推
奨して建材等に使用した歴史がある。
２年前にアスベスト関連法が改正さ
れ、一般住宅でも解体や増改築工事
を行う際に事前調査が義務化された。
調査や除去の費用が個人の新たな負
担となる。市にアスベスト調査、除
去費用補助制度創設の検討を求める。
答　国の大気汚染防止法の一部改正
を受け、本市ではアスベスト飛散防
止に努めている。補助制度について
は他市の状況を調査研究していく。
問　通学路の制限速度の基準を歩道
の有無とし、特に歩道が無い住宅地
内の全ての道路の制限速度を20キ
ロ規制とするよう提案する。
答　通学路の安全性の向上を図ると
ともに、制限速度について変更する
必要性が生じた場合は警察に確認し
てまいりたいと考えている。

その他の質問
◇再生可能エネルギー
◇障がい児（者）及び保護者が今後
行政に求める支援

◇子どもの貧困に関する実態調査及
び定義

◇地域包括ケアシステムの体制整備
の次に目指すもの

◇公共施設のトイレ洋式化、今後の
計画

問　国葬についての見解を問う。
答　報道機関の調査で50％を超える
反対世論がある。認識して対応した
い。公費を支出する考えはない。
問　都教委は安倍氏の私的葬儀で都
立学校に半旗の掲揚を要請した。
答　内容を分析し対応する。
問　選挙中に市長が訪ねた旧統一協
会を市長は知らなかったのか。
答　霊感商法とか、具体的に被害が
あったとの認識はなかった。
問　残念だ。名称変更がなければ問
題団体と認識できたか。
答　知っていれば、訪問を控えた。
問　選対は知っていて市長を引き合
わせた。選対幹部を仲立ちにして要
請や圧力があったらどうするのか。
答　各団体の状況を見極めていく。
問　選挙中に市長が議員候補の中の
一部を推薦することについては問題

がある。市長の考えはどうか。
答　市長と政治家の立場がある。市
議選についても同様に考える。
問　二元代表制なのに、一部の議員
を応援して抱き込む行為だ。
答　意見として伺う。政治活動とし
て行う場面もある。
意見　推薦を受けて当選した議員は
お返しをすることになる。西東京市
の運営にとって大いに問題だ。

＊選対　選挙対策本部の略。選挙の候補者の活動をバックアップする役割をもつ。

10月１日から、75歳以上の窓口負担が
１割から２割になる。制度見直しの声を上げよ

性暴力根絶・痴漢ゼロの社会の実現へ
相談体制の充実とともに未然防止の取組を

日本共産党西東京市議団　保谷　清子 日本共産党西東京市議団　中村　すぐる

保谷庁舎敷地に子どもの屋内の遊び場を！
文理台公園との整備で市のランドマークに！

市と旧統一協会との一切の関係を断ち切り、
市長は選挙時訪問の真相を明らかにせよ！

日本共産党西東京市議団　大竹　あつ子 日本共産党西東京市議団　藤岡　智明

アスベストのツケを個人に負わせるな！
制限速度の見直しで、安全な通学路の確保！

国葬や旧統一協会にどう対応するのか？
一部議員候補への市長推薦は問題だ！

立憲フォーラム　森　しんいち 無所属②　森　てるお
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田無第二庁舎防犯カメラ

市内のマンション

保谷障害者福祉センター

音響式信号機

西武柳沢駅

問　事務処理のミスを防ぐには、作
業工程を削減し、可能な限り自動化
することが必要。ＡＩ・ＲＰＡを積極
的に導入すべきと考えるが見解は。
答　保育や介護などの分野で現在検
証を行っており、今後拡大していく。
問　開かれた市政を掲げつつ職員の
安全を確保するために、市庁舎への
防犯カメラ設置が必要だ。見解は。
答　庁内で発生した事案を踏まえ、
必要性が高い場所から順次防犯カメ
ラの設置を進めていく。
問　コロナ禍において地域活動が停
滞している。薬ではなく地域とのつ
ながりを処方する『社会的処方』の
取組を提案するが、見解は。
答　地域包括ケアシステムや地域協
力ネットワークを通じ、地域との緩
やかなつながりを促すことで、健康
応援都市を実現していく。

問　刑法犯の件数は右肩下がりだが、
再犯率は過去最高となった。市の再
犯防止・少年への非行防止の取組は。
答　第５次西東京市地域福祉計画策
定に向けて、保護司と連携し再犯防
止・就労支援の具体的な取組を進め
る。教育委員会においては、セーフ
ティ教室や薬物乱用防止教室、人権
教育プログラムなどを通じて非行防
止の取組を進めている。

問　視覚障がい者用の音響式信号機
やエスコートゾーンの設置に対する
要望書が団体から市に提出されて２
年が経過している。昨年も確認した
が再度進捗状況を伺う。
答　田無警察署に進捗状況を確認し、
引き続き検討を行うと伺っている。
問　確認したのはいつか。
答　昨日。
問　質問通告をしたから急いで昨日
確認したと思わざるを得ない。昨年
も進捗状況を聞いている。もっと早
く確認できたはず。これが、市長が
言う「障がいのある方やその家族が
住み慣れた地域で安心して安全に生
活できるようなまち」なのか。
答　定例会が終わると、議会で出た
様々な意見を庁内で情報共有し、対
応すべきものは対応していくが、今
回の件は十分それがなされていなか

った。改めて庁内で徹底していく。
意見　政治とは少数者の声に寄り添
うこと。市長には「市民は俺が守っ
てやる！」と、そのくらいの気持ち
で取り組んでいただきたい。

その他質問
◇老老介護、認認介護
◇通学路の安全対策
◇小中学校の水泳授業
◇新型コロナウイルスの現状

問　本市には集合住宅（マンション）
が密集しているエリアがある。市の
便利帳では、防災については戸建て
住宅向けの情報がメインになってい
るようであるが、本市はマンション
の防災についてどのように考えてい
るのか。   マンションにお住まいの
方々に、災害（特に震災）への備え
の意識を高めるために、行政が情報
の発信や支援を行うことは極めて重
要であると考える。
　当初予算の質疑のときに、防災市
民組織への補助金の見直しを指摘さ
せていただいたが、今年度の補助金
はどうなっているのか。
答　マンションについて、固有の課
題を踏まえた防災対策が必要と認識
しており、自助、共助の向上に努め
ている。防災市民組織の約半数は分
譲マンションを含む集合住宅が占め

ている。今年度は世帯数に応じて補
助額の加算を行う。さらに、トイレ用
の資機材への補助を、新たに加える。
意見　補助金を拡充していいただい
たことに感謝する。引き続きマンシ
ョンの防災対策を進めてほしい。

その他の質問
◇谷戸町２丁目コープ前溢水対策工
事

◇中学校の部活動など

問　本市教育の特色の１つ、学校飼
育動物活動の評価と、今後は。
答　本活動を教科や、特別活動など
に位置づけ、人権・道徳・生命尊重
教育を推進し、子どもの自己肯定感
や自尊感情の醸成に資する。
　長期休業中の飼育活動を地域に受
けていただくことで、保護者や地域
の方が学校に足を運びやすくなる。
地域と学校の連携協働等が進むこと
も期待できる。獣医師会と連携し、
一層充実するよう優れた実践事例の
提供や各学校の実態に応じた指導、
助言を行っていく。
意見　教科に位置づけ教育目標があ
る。地域学校協働活動で支える。獣
医師会と連携する。これらは、学習
指導要領に記載され、地域学校協働
活動の推進方法とも合致している。
愛するものを失った哀しみ、つらさ

など、間接・疑似体験ではできない
体験を与える方法を、大人は考えな
ければならない。子どもから体験を
取り上げるのは簡単。そういった経
験をするために大人は何ができるか、
それを考えるのが地域に住んでいる
大人の責任、未来に対する責任だと
思う。すばらしい西東京市モデルを、
ぜひ広げていただきたい。

総合計画策定のための市民参加は
問　子ども条例施行により子どもか
らの意見聴取が重要。次世代を担う
若者、小中学生高校生の参加手続は。
答　シンポジウムや小中学生対象の
ワークショップを開催し、意見交換
した。計画策定の中で反映していく。

都市計画マスタープラン
問　現在の都市計画マスタープラン
では東伏見駅、西武柳沢駅を中心と
したゾーン設定だがゾーンの変更は。
答　次期マスタープランでは鉄道駅
周辺を地域の拠点とし、拠点別にま
ちづくりの方向性を示していく。
西武柳沢駅周辺のまちづくり

問　駅北口のアクセス道路は進展が
見られない。駅へのアクセスの利便
性、防災機能の向上のまちづくりが
望まれているが、市の考えは。
答　整備が必要だと認識している。

機運醸成に向け支援を行いたい。
保谷障害者福祉センターと

富士町福祉会館
問　合築が検討されたが進んでいな
い。共生社会の実現のため検討が必
要だ。検討状況は。
答　複合化を含め様々な視点から検
討を進める。

その他質問
９項目

問　連続立体交差事業の井荻駅から
西武柳沢駅間の現状・今後のスケジ
ュールは。また花小金井駅まで延伸
される計画はないのか伺う。
答　用地測量等を実施した後、令和
５年度までに都市計画事業認可を取
得する予定。事業期間は 15 年間を
想定している。
　花小金井駅までは、早期実現に向
けた要請活動を令和２年 12 月東京
都及び西武鉄道株式会社に対して、
多摩北部都市広域行政圏協議会を通
じて行っている。
問　田無駅南口広場の整備の進捗状
況について伺う。
答　昨年度までに用地取得契約を３
件締結し、今年度は２件の用地取得
契約を締結した。
問　田無駅北口再開発後 27 年が経
過している。また新たな再開発が必

要な時期にも来ていると考えている
が、市の見解を伺う。ペデストリア
ンデッキの老朽化も進んでいるが、
今後の改修などの考えを伺う。
答　田無駅北口は駅前商業施設がま
ちのにぎわいに寄与しており、商業・
業務施設が集積する商業中心拠点に
なっている。ぺデストリアンデッキ
は日常の目視点検に加え、定期的に
内部構造の点検を行っている。

＊ＲＰＡ（ロボティック・プロセス・オートメーション）　ソフトウェアロボットまたは仮想知的労働者と呼ばれる概念に基づく、事業プロセス自動化技術の１つ。
＊社会的処方　患者の課題を解決するために、地域の活動やサービスなどの社会参加の機会を処方すること。社会的に孤立しないよう地域資源を活用することで、患者の健康やウェルビーイ

ング（幸福で豊かであること）を向上させることを目的としている。
＊エスコートゾーン　横断歩道に設置し、視覚障がい者が横断方向の手がかりとする突起形状の道路横断帯のこと。

事務のＩＴ化でミスを防ぎ温もりある市政を
地域とつながる『社会的処方』で健康長寿へ

自由民主党西東京市議団　山田　忠良

少数者の意見に耳を傾け、寄り添うこと。
それが政治であり、行政の役割だ！

立憲フォーラム　佐藤　大介

防災市民組織補助金の大幅拡充を実現！
市はマンションの防災対策を加速せよ！

生命尊重教育としての学校飼育動物活動
西東京市モデルの推進を

自由民主党西東京市議団　冨永　雄二 自由民主党西東京市議団　中川　清志

誰もが輝くことができる共生社会の実現へ！
新しい時代を皆さんと共に。

連続立体交差を西武柳沢から花小金井間に！
田無駅南口広場の進捗状況、北口は 27年。

自由民主党西東京市議団　酒井　ごう一郎 自由民主党西東京市議団　坂井　かずひこ

＊
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保谷庁舎敷地

農産物マルシェ

つながり応援カード

ｅスポーツによるフレイル予防

学校給食費無償化
問　人口27万人の青森市で小学校・
中学校の給食費無償化が10月より
スタートする。この流れは今後広が
ると思う。市長・教育長の見解は。
答　一過性で終わらないように継続
することが大切であり、検討が必要。
意見　今後も給食費無償化について
取り上げていく。

電子図書館実現を
問　いつでも借りられ、期限が来れ
ば自動返却される等メリットが多い。
財源的にも交付金を使え、建物建築
と違い初期投資が少なくて済む。導
入すべきと考えるが、見解は。
答　導入に向けた検討を進めている。

東伏見駅高架化
問　高架下利用方法や駅舎デザイン
に地域の意見を反映させるのか。
答　高架下の検討は、地域の皆様の

意見等を聞きながら進める。
　地域にふさわしい個性ある駅舎デ
ザインを目指すよう、検討に当たっ
ては都及び鉄道会社に要望する。

地元農産物の活用
問　地域との連携などの取組は。
答　地域の農業者が、直売所等で市
内農産物を販売している情報を発信
する。農業者が運営するマルシェ等
に対する支援を行う。

問　ひばりヶ丘駅周辺では、ストリ
ートピアノを設置して、地域の特色
を出したいとの機運が高まっている。
文化振興計画に沿う取組として、市
が関わりを持って実現させたいと考
えているが、見解を問う。
答　ストリートピアノの設置は、文
化芸術を通した地域の関わりや新た
な交流等が期待できる。今後、ピア
ノの確保、設置場所や管理運営方法
等の課題を整理する必要がある。
問　ピアノの確保は、地域の方々か
ら、ご寄附いただけると聞いている。
設置場所や管理方法等、地域の方々
との連携によりストリートピアノの
設置について前向きに検討していた
だきたいと考えるが、市の見解を問
う。
答　ストリートピアノの設置は、文
化芸術を通した地域の関わりや新た

な交流の機会創出が期待できる。
様々な課題の整理を行うため、地域
の方々の話をお聞きしていく。
問　解体された保谷庁舎の敷地につ
いて、活用方法を検討している期間
中であっても、市民に開放すべきと
考えるが、市の見解を問う。
答　一時的であっても市民に開放す
べきではないかという点については、
今後、どのような手法が可能なのか、
検討していく。

問　新型コロナウイルス感染症、濃
厚接触者の特定化は取りやめになる。
学校の対応は。休む期間の指導は。
答　引き続きチェックシートは活用
して感染防止に十分努めていく。
問　田無駅南口広場実現に向かい、
用地取得に協力を得て着々と進む。
周辺整備や道路整備はどうするのか。
答　次期都市計画マスタープランで
行政商業サービスの拠点に位置づけ
る。
問　保谷庁舎の機能は、田無第２庁
舎に集約された。西東京市誕生時の
統合庁舎構想は生きているのか。
答　新庁舎建設構想は変更ないが、
時代の変化は想定を超えている。必
要な庁舎機能や事務の在り方を整理
検討し、将来は新庁舎を建設する。
問　田無警察署の跡地に本市に有益
となる施設を誘致せよ。

答　今後どのような検討がされるか
情報を収集している。市民サービス、
商業の活性化を期待している。
問　毎議会、自転車の交通安全を提
起してきた。「あ！」という注意喚
起の表示を交通危険箇所に表示した
らどうか。交通事故が半数以下にな
ったと聞く。
答　安全を促す注意喚起表示を、提
案も含め効果的なものを検討する。

問　新型コロナウイルス感染症の最
新の情報、ワクチン接種状況、体制、
などコロナ対策全般に関して、伺う。
答　市内累計で約３万3,000人が感
染、接種率は国平均の約２Ｐ、都平
均の４Ｐ上回っている。２価ワクチ
ンの接種体制も医師会と協議し体制
確保する。市では感染者に対し、独
自の食料支援やパルスオキシメータ
ー貸与等を行っている。それ以外に
も市独自支援として、発熱外来の運
営支援や市民、事業者への各種特別
給付金、消費喚起事業等の市民生活
支援、高齢者には「つながり応援カ
ード」で 5,000 円の支援など、教
育分野では、全国的に先駆けオンラ
イン授業を実施。図書カードの贈呈
や各施設の感染予防対策を行った。
意見　感染対策や接種体制に関して
は臨機応変に対応を願う。市独自の

支援事業に関しても予算の許す限り
支援されたい。
問　東大農場通りの拡幅や信号機設
置について伺う。
答　３・４・９号線より北側は6.5ｍ、
南側は 7.5ｍ拡幅され万年塀なども
取り払われる予定。横断歩道や信号
設置、北原２丁目のバス停前の横断
歩道設置も都へこれからも要望する。
意見　タヌキなども守ってほしい。

問　第３次総合計画は、住民の幸福
度や満足度といったウェルビーイン
グ指標を踏まえて策定を進めるべき。
答　国や都の動向、地域課題や新た
な市民ニーズを踏まえて検討する。
意見　本市は自治会・町内会の加入
状況や住宅環境の数値が非常に低い。
こうした指標を施策に生かすべき。
問　あらかじめ氏名や住所を記入し
た書類を準備する「書かない窓口」
を早期導入すべき。
答　効果的な導入に向けて検討する。
問　市民の相談を断らない窓口の創
設を提案し、福祉丸ごと相談窓口が
設置された。相談実績と評価を問う。
答　生活相談や地域活動・就労支援
など、延べ約２万 4,000 件。様々
な困り事を抱えた方を支援した。
問　これまで実施したフレイルチェ
ックの分析と効果的な活用を問う。

答　本市は、全国に比べて社会性の
面でリスクが高い方が多い傾向。今
後、身近な地域で様々な方と関わり
を持てる機会の拡充を図っていく。
意見　ｅスポーツのイベントを開催
するなど、楽しさを取り入れるべき。
問　地域子育て支援センターは、現
在の配置を見直して拡充すべき。
答　中学校区での確保を基本とし、
拡充を図っていく。

問　多世代交流による地域づくりを
進めるべき。多世代が一緒に行う地
域でのごみ拾いなど取組の検討を。
答　子どもから大人まで地域に居場
所や出番があり、人と人との交流か
ら、子ども、若者が住み続けたいま
ちの実現を目指す。第３次総合計画
に、提案も踏まえ策定をしていく。
問　ＭＣＩ（軽度認知障害）状態の方
への支援の拡充と体制の構築を。
答　第９期高齢者保健福祉計画の策
定に当たり、早期発見、早期対応の
必要性の普及啓発、医療機関受診の
際にＭＣＩ状態に気づいていただけ
る効果的な取組を検討する。
問　不足している18歳以上の障がい
のある方の夕方までの居場所確保を。
答　第７期障害福祉計画策定に合わ
せてご利用者、ご家族、関係機関か
ら幅広く意見を聞き検討していく。

問　不登校の児童生徒の学びの保障
についてタブレット端末を活用した
オンライン授業など提案してきた。
答　教師の説明や板書をオンライン
で視聴できる環境を校長会と連携し
段階的に整えていく。

その他の質問
◇環境施策
◇ヤングケアラー支援
◇介護者支援など

＊ウェルビーイング（well-being）　健康や福祉など、幸福で豊かであること。ウェルビーイング指標は、幸福度のことを表す。
＊ｅスポーツ（エレクトロニック・スポーツ）　コンピューターゲームをスポーツ競技として捉える際の名称。

電子図書館の早期実現を‼
小学校・中学校給食費無償化を‼

ひばりヶ丘駅でのストリートピアノ設置と
解体された保谷庁舎の敷地活用について

自由民主党西東京市議団　稲垣　裕二 自由民主党西東京市議団　田中　のりあき

田無警察署移転後の跡地には
運転免許更新センターを誘致せよ

新型コロナ感染症対策全般について
都市計画道路 3・4・9号線東大農場付近、ほか

自由民主党西東京市議団　遠藤　源太郎 自由民主党西東京市議団　小林　たつや

多世代交流による地域づくりを推進。すべての
世代が住み続けたいと思えるまちづくりを住民の幸福度・満足度が高いまちへ！

西東京市議会公明党　大林　光昭 西東京市議会公明党　田代　伸之

＊

＊
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議　案

請願・陳情

招
集
告
示

招
集
申
入
れ

議
会
だ
よ
り
発
行

提
案
説
明

質
疑
・
答
弁

委
員
長
報
告

質
疑
・
答
弁

討
　
論

採
　
決

討
論

採
決

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議

本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

初日の
7日前

締切 委員会付託

広報委員会

広報委員会

広報委員会

初日の
3日前 初日 最終日

一般質問
（代表質問） 常任委員会

特別委員会

委員会付託 委員会審査

委員会審査

ここで日程や議案等の
取り扱いが調整されます。

がん教育に用いているスライド（左）と
子宮頸がんワクチン厚生労働省リーフレット（右）

田無警察署

防災行政無線戸別受信機

市長より申入れを受ける様子

本会議での議長の様子

問　市議会公明党は市長に対し、高
校生までの医療費について、所得制
限を設けずに通院についても自己負
担の撤廃を要望した。自己負担
200 円に対する市長の見解を伺う。
答　自己負担の撤廃は、都・市長会・
市医師会と調整しながら進める。
意見　公明党は引き続き、自己負担
の撤廃を求めていく。
東大農場ＥＦ地区の説明を果たせ！
問　東大農場のＥＦ地区は民間共同
住宅が建設されるが、平成 26 年の
住民説明会資料のイメージ図では６
階建てはバツとなっている。周辺住
民への誤解を解かなくてはならない。
答　一部誤解を与えかねない表現は
反省している。
意見　六角地蔵尊前バス停にあった
ベンチを、新たにできる公園入口に
設置していただきたい。

田無三中のプールを市民開放型に！
問　田無三中の建て替えに際して、
プールについては指定管理者を活用
し、市民開放型にしてはどうか。
答　水泳指導の在り方を検討する中
で生徒への影響などを検証する。
防災行政無線戸別受信機を改善せよ
意見　防災行政無線の戸別受信機が
聞こえないとの声を多く聞く。ＦＭ
西東京の電波を活用し改善を求める。

問　2018年６月より７回の質疑を
経て、2021年10月から保護者負担
なく使用済紙おむつの持ち帰りが廃
止された。民間保育園からも要望が
届いている。市の考えを問う。また、
昼寝用の寝具の洗濯や布団干しの負
担軽減の検討状況を問う。
答　現場視察を受け入れるなど、蓄
積したノウハウを提供したい。保護
者協力のシーツ掛けや洗濯作業を①
園での実施②外注③リースの比較、
頻度の再検討を行い、子どもの最善
の利益、保護者の負担軽減の両立に
向け検討を進める。
問　2022年４月より、子宮頸がん
予防のワクチンの個別接種通知が再
開された。学校で行われているがん
教育でこれを取り上げる考えはある
か。
答　がん教育の出前授業で啓発を図

ることができると考える。
その他質問

◇健康寿命延伸に向けた「健康」応
援都市としての取組
◇国保データベース活用と庁内連携
◇「健康」応援都市を目指すフレイ
ル予防

問　農協及び田無警察署移転を問う。
答　農協移転は今年８月工事着手、
令和５年８月工事完了予定。田無警
察署は東京みらい農協の敷地に、令
和５年度の買収に向け準備中と聞く。
問　将来の新田無警察署に、運転免
許更新センターの設置を要望する。
答　設置に向け意見交換を進める。
問　東大農場東側万年塀の改修を訴
えてきた。本気で市民に応えよ。
答　道路拡幅と併せ万年塀を透視可
能なフェンス等に整備していただく。
問　西東京市清掃事業協同組合から
の要望書が提出された。し尿など課
題解消に取り組め。
答　し尿は課題と捉えている。要望
書は、担当部署に検討するよう指示
した。収集運搬体制の維持に努める。
問　旧市民会館解体工事変更は。
答　瓦礫受入れ一時停止による変更。

問　７月の３連休、市内コロナ感染
者からの問合せに苦情が殺到した。
改善せよ。
答　御不安の解消に努める。
問　都は本市の震度分布を６弱から
６強へ見直した。現状は。
答　令和５年度を目途に取り組む。
問　各避難所運営協議会とアクショ
ンカードの展開について。
答　９月にアクションカードを配布。

議会は、多くの市の仕事を
限られた時間で話し合って決
めなければなりません。そこ
で、議員の中から代表者を一
人選び、会議の進行役をして
もらいます。この進行役が議
長です。

大まかな、議長の仕事は
①市長より申入れを受けて、全
議員を招集
②本会議の進行役（議員は全員
参加）
③委員会に分かれて詳しく審査
④最後に議員全員に集まってい
ただき本会議の進行役

市議会は、年４回（３月、６月、９月、12月）
開かれる定例会と、特定の案件について必要に
応じて開かれる臨時会があります。ここでは、
市議会定例会の一般的な流れをご紹介します。
市議会が取り扱う議案等は数も多く、内容も

幅広いことから、本会議だけでは限られた会期
( 議会の開催期間 ) の中で十分な審議を尽くす
ことができません。そこで、専門的、能率的に
審査を行うために「委員会」を設置しています。
委員会には、常設の「常任委員会」( 企画総務、

文教厚生、建設環境 ) と、議会の運営に関する
ことを協議する「議会運営委員会」、必要に応
じて設置する「特別委員会」（予算･決算を審査
する予算・決算特別委員会や市の重要事項を専
門に審査する特別委員会）があります。
委員会で審査したものは本会議に報告され、

その多数決で最終的な市または議会の意思を決
定します。

高校生までの医療費の無償化をさらに進め
自己負担 200 円の撤廃を求める

西東京市議会公明党　佐藤　公男

保育園通所児童の保護者負担軽減について
学校におけるがん教育の拡充について

西東京市議会公明党　藤田　美智子

清掃事業協同組合からの課題解消を！
農協移転及び田無警察署移転を問う

西東京市議会公明党　小幡　勝己

議長公務

議会INFO 市議会の流れ

議長の仕事

西東京市
Nishitokyo City
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「
西
東
京
市
手
数
料
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
」

【
説
明
】
多
世
代
に
わ
た
り
良

質
な
住
宅
が
引
き
継
が
れ
る
住

宅
循
環
シ
ス
テ
ム
の
普
及
促
進

を
図
り
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現

に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
を
目
的

と
し
た
「
長
期
優
良
住
宅
の
普

及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
及

び
「
建
築
基
準
法
」
の
改
正
に

伴
い
、
規
定
を
整
備
す
る
。

【
主
な
質
疑
】

問　
建
築
行
為
を
行
わ
な
い
既

存
の
住
宅
に
長
期
優
良
住
宅
を

認
定
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

答　
住
宅
ロ
ー
ン
の
金
利
の
引

下
げ
、
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
の
借

入
限
度
額
の
増
額
、
地
震
保
険

料
の
割
引
等
が
あ
る
。

問　
申
請
件
数
の
見
込
み
は
。

答　
現
状
、
増
改
築
に
よ
る
申

請
は
出
て
い
な
い
。
今
後
は
キ

ッ
チ
ン
の
交
換
等
の
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
も
対
象
に
な
る
た
め
、

申
請
は
増
加
す
る
と
考
え
る
。

問　
制
度
の
周
知
方
法
は
。

答　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
改

正
法
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
活
用

す
る
。

問　
太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
や
省

エ
ネ
型
空
調
の
設
置
で
認
定
さ

れ
る
か
。

答　
太
陽
光
発
電
設
置
や
空
調

は
、
長
期
優
良
住
宅
の
基
準
項

目
に
該
当
し
な
い
。

問　
総
合
設
計
制
度
の
敷
地
面

積
の
上
限
・
下
限
は
あ
る
の
か
。

答　
総
合
設
計
制
度
に
お
け
る

敷
地
面
積
の
最
低
限
度
は
300
㎡

〜
１
千
㎡
。
そ
れ
ぞ
れ
の
用
途

地
域
ご
と
に
定
め
ら
れ
る
。

問　
市
内
に
同
制
度
の
該
当
物

件
は
あ
る
か
。

答　
従
来
型
を
含
め
、
市
内
で

は
今
ま
で
総
合
設
計
制
度
に
お

け
る
申
請
は
な
い
。

問　
応
急
仮
設
建
築
物
に
つ
い

て
、
申
請
の
基
準
と
な
る
２
年

「
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

ほ
か

【
説
明
】
地
方
公
務
員
法
改
正

等
に
伴
い
、
職
員
の
定
年
を
段

階
的
に
65
歳
に
引
き
上
げ
、
職

員
の
給
料
を
当
面
は
60
歳
時
の

７
割
の
水
準
と
し
、
退
職
手
当

の
支
給
額
の
特
例
を
設
け
る
な

ど
、
規
定
を
整
備
す
る
。

【
主
な
質
疑
】

問　
定
年
引
上
げ
の
目
的
は
。

答　
少
子
高
齢
化
、
生
産
年
齢

人
口
の
減
少
な
ど
を
踏
ま
え
、

能
力
と
意
欲
の
あ
る
高
齢
期
の

職
員
を
最
大
限
活
用
し
、
次
の

世
代
へ
そ
の
知
識
、
技
術
、
経

験
を
継
承
す
る
た
め
。
組
織
体

制
や
事
務
処
理
な
ど
の
課
題
に

対
し
、
経
験
や
知
識
等
を
生
か

し
た
人
材
育
成
や
専
門
性
の
発

揮
と
い
う
点
で
期
待
し
て
い
る
。

問　
市
財
政
へ
の
影
響
、
国
か

ら
の
財
政
上
の
措
置
は
。

答　
人
件
費
、
経
常
的
な
義
務

的
経
費
の
点
で
交
付
税
の
基
準

財
政
需
要
額
に
何
ら
か
の
形
で

措
置
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
市
民
へ
の
影
響
は
。

答　
複
雑
な
行
政
課
題
に
対
し
、

能
力
と
意
欲
あ
る
職
員
を
最
大

限
活
用
す
る
た
め
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
見
込
ん
で
い
る
。

問　
定
年
延
長
と
定
数
管
理
の

関
係
は
。

答　
常
勤
職
員
は
通
常
定
数
ど

お
り
数
え
て
い
く
。
定
年
前
再

任
用
の
短
時
間
勤
務
職
員
は
、

庁
内
調
整
が
必
要
。
人
数
、
組

織
を
見
つ
つ
、
職
員
の
ス
キ
ル

の
向
上
も
考
え
、
庁
内
調
整
す

る
。
組
織
の
年
齢
構
成
な
ど
も

勘
案
し
対
応
し
て
い
く
。

問　
定
年
延
長
に
伴
う
各
制
度

に
よ
り
、
不
利
益
を
被
る
職
員

は
い
な
い
の
か
。

答　
役
職
定
年
は
、
若
手
・
中

堅
職
員
の
昇
任
機
会
を
確
保
し

「
西
東
京
市
子
供
の
医
療
費
の

助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」

【
説
明
】
医
療
費
の
助
成
対
象

者
の
拡
充
に
伴
い
、
関
連
規
定

の
整
備
を
行
う
も
の
。
現
在
、

子
ど
も
の
医
療
費
の
助
成
は
乳

幼
児
と
義
務
教
育
就
学
児
を
対

象
と
し
て
お
り
、
条
例
の
一
部

改
正
に
よ
り
、
令
和
５
年
４
月

か
ら
対
象
を
高
校
生
等
18
歳
ま

で
拡
充
し
、
所
得
制
限
を
適
用

し
な
い
も
の
と
す
る
。

【
主
な
質
疑
】

問　
多
摩
26
市
で
所
得
制
限
を

な
く
し
た
自
治
体
は
何
市
か
。

答　
本
市
を
含
め
26
市
中
10
市
。

一
部
負
担
金
200
円
の
撤
廃
を
表

明
し
て
い
る
市
は
武
蔵
野
市
、

府
中
市
、
調
布
市
の
３
市
。

問　
200
円
の
自
己
負
担
が
残
る

点
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

答　
本
市
は
、
所
得
制
限
の
撤

廃
を
判
断
し
、
一
部
負
担
金
の

現
状
維
持
で
検
討
を
図
っ
た
。

問　
200
円
の
自
己
負
担
、
通
院

費
を
撤
廃
し
た
場
合
、
小
中
学

生
・
高
校
生
ま
で
の
財
政
負
担

は
。

答　
所
得
制
限
を
撤
廃
す
る
部

分
を
含
め
１
億
円
程
度
の
見
込

み
。
小
中
学
生
を
含
め
、
200
円

の
自
己
負
担
を
撤
廃
し
た
場
合
、

総
額
１
億
６
千
万
円
程
度
の
負

担
が
見
込
ま
れ
る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

「
西
東
京
市
の
国
民
健
康
保
険

料
「
均
等
割
」
半
減
対
象
を
小

学
６
年
生
ま
で
広
げ
る
こ
と
を

求
め
る
陳
情
」

【
趣
旨
】
均
等
割
保
険
料
の
減

額
措
置
の
対
象
を
、
小
学
６
年

生
ま
で
拡
充
を
求
め
る
も
の
。

【
市
か
ら
の
説
明
】
７
月
25
日

付
の
厚
生
労
働
省
事
務
連
絡
に

よ
り
、
現
行
の
制
度
を
超
え
た

自
治
体
独
自
の
対
応
は
制
度
上

で
き
な
い
仕
組
み
。
一
方
、
国

よ
う
と
い
う
、
地
方
公
務
員
法

に
従
っ
た
制
度
。
現
行
の
再
任

用
制
度
と
比
較
す
れ
ば
相
応
の

処
遇
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
不
利
益
な
変
更
と
は
捉

え
て
い
な
い
。

問　
定
年
延
長
に
よ
る
役
職
の

降
任
に
当
た
っ
て
の
研
修
が
必

要
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答　
最
初
の
入
り
口
の
部
分
の

研
修
は
重
要
と
考
え
る
。
内
容

も
含
め
検
討
し
て
い
く
。

問　
降
任
し
た
課
長
補
佐
級
の

役
割
は
。

答　
管
理
職
の
経
験
や
知
識
を

生
か
し
た
人
材
育
成
や
専
門
性

の
発
揮
な
ど
に
よ
り
、
組
織
全

体
の
強
化
、
職
員
の
ス
キ
ル
向

上
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
近
隣
市
で
再
任
用
管
理
職

を
採
用
し
て
い
る
自
治
体
は
あ

る
の
か
。
例
外
的
に
管
理
監
督

者
、
管
理
職
級
を
認
め
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
本
市
に
お
け
る

特
殊
技
能
や
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
想
定
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　
５
月
現
在
26
市
中
17
市
が

再
任
用
管
理
職
を
導
入
し
て
い

る
。
今
後
の
役
職
定
年
に
伴
う

例
外
部
分
は
、
現
段
階
で
具
体

的
な
想
定
は
し
て
い
な
い
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
よ
り
、

未
就
学
児
に
係
る
保
険
料
の
被

保
険
者
均
等
割
額
の
軽
減
措
置

に
つ
い
て
、
対
象
者
や
軽
減
幅

の
拡
充
を
図
る
た
め
、
国
や
都

に
対
し
、
費
用
負
担
も
含
め
て

財
政
支
援
の
拡
充
を
要
望
さ
れ

た
い
と
の
附
帯
意
見
を
頂
い
て

い
る
。
本
市
も
市
長
会
等
で
要

望
の
声
を
上
げ
て
お
り
、
引
き

続
き
要
望
す
る
。

【
主
な
質
疑
】

問　
市
町
村
独
自
の
対
応
に
関

し
て
、
厚
生
労
働
省
か
ら
禁
止

さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　
明
確
に
法
令
違
反
と
は
言

え
な
い
も
の
の
、
適
切
で
は
な

い
と
さ
れ
て
い
る
。

問　
全
国
各
地
の
自
治
体
が
先

行
し
て
軽
減
策
を
行
う
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
、
見
解
は
。

答　
財
政
負
担
な
ど
も
含
め
審

議
会
の
意
見
な
ど
も
頂
き
な
が

ら
引
き
続
き
検
討
し
、
機
会
を

捉
え
拡
充
を
訴
え
て
い
く
。

問　
違
法
で
は
な
い
と
し
て
も
、

法
定
外
繰
入
金
投
入
は
、
交
付

税
の
算
定
、
他
事
業
と
の
兼
ね

合
い
も
あ
る
。
少
子
化
対
策
は

国
の
方
針
で
も
あ
り
、
市
と
し

て
保
険
料
に
つ
い
て
国
等
へ
意

見
を
申
し
出
て
い
る
の
か
。

問　
国
保
の
協
議
会
に
お
い
て

課
長
会
で
財
政
拡
充
を
要
望
し
、

市
長
会
に
上
げ
、
知
事
会
か
ら

も
国
へ
要
望
さ
れ
、
今
後
も
、

西
東
京
市
と
し
て
声
を
上
げ
て

い
く
。

【
結
果
】
賛
成
少
数
で
不
採
択

３
か
月
の
根
拠
は
何
か
。

答　
現
行
制
度
で
は
、
使
用
期

間
が
３
か
月
以
内
で
あ
れ
ば
申

請
が
な
く
て
も
建
築
で
き
る
。

３
か
月
を
超
え
て
使
用
す
る
場

合
に
は
、
２
年
を
限
度
に
許
可

申
請
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
今
回
の
改
正
で
２
年
３
か

月
以
降
１
年
ご
と
に
更
新
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

問　
建
築
士
等
に
よ
る
現
況
調

査
の
費
用
は
。

答　
通
常
の
戸
建
て
住
宅
の
場

合
、
７
〜
８
万
円
程
度
。

問　
増
改
築
を
伴
わ
な
い
申
請

の
場
合
、
建
築
士
を
ど
の
よ
う

に
見
つ
け
る
の
か
。

答　
一
般
社
団
法
人
住
宅
性
能

評
価
・
表
示
協
会
が
住
宅
の
性

能
評
価
を
行
っ
て
い
る
の
で
、

案
内
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

問　
普
及
促
進
の
取
組
は
。

答　
国
等
で
作
成
し
た
漫
画
等

を
活
用
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

用
い
、
普
及
促
進
す
る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

常
任
委
員
会
の
模
様
は
、

常
任
委
員
会
中
継
か
ら
視

聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

公
開
期
間
は
、
会
議
録

が
公
開
さ
れ
る
ま
で
で
す
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク

セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

建
設
環
境
委
員
会

企
画
総
務
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

委員会の審査から
議案や皆さんから提出された請願・陳情は、原則として所管の常任委員会等で審査を
行います。
ここでは、第３回定例会における各委員会での主な審査内容についてお知らせします。
◇審査内容の詳細は会議録に掲載します。
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令和４年度一般会計補正予算（第５号～第８号）の概要

令和４年度特別会計補正予算（第１号）の概要

※ 予算現額は補正予算（第1号～第8号）を含みます。

 国民健康保険 3億7,630万8,000円

 駐 車 場 事 業 918万9,000円

 介  護  保  険 6億9,702万円

 後期高齢者医療 4,483万6,000円

特別会計 金　額

補正予算

第５号

第６号

第７号

第８号

主な補正内容 金額

・コロナウイルスオミクロン株対応ワクチン接種
・低所得世帯の受験生支援
・子ども食堂への補助
・高校生等の医療費助成開始に向けた準備
・子宮頸がんワクチンの推奨
・風疹の追加対策
・スポーツ施設休館に伴う営業補償

・コロナウイルスオミクロン株対応ワクチン接種 3,100万円

18億1,387万2,000円

858億2,045万1,000円予算現額

62億7,278万7,000円

１億4,300万円・インフルエンザ予防接種費用の自己負担分無償化

・コロナウイルスワクチン４回目接種
・物価高騰等に対する支援

◆
一
般
会
計

【
主
な
質
疑
】

持
続
可
能
な
自
治
体
運
営

問　
市
の
考
え
方
は
。

答　
次
世
代
へ
の
責
任
あ
る
選

択
の
考
え
に
基
づ
き
臨
時
財
政

対
策
債
を
中
心
と
し
た
公
債
費

管
理
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、

予
算
の
執
行
管
理
の
徹
底
と
行

財
政
改
革
の
取
組
を
進
め
る
こ

と
で
行
政
基
盤
の
強
化
を
図
り
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
と
行
政
運
営
の

両
面
で
バ
ラ
ン
ス
感
の
あ
る
市

政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

財
政
調
整
基
金

問　
残
高
と
一
定
額
を
確
保
し

た
上
で
の
活
用
は
。

答　
前
年
度
比
５
億
４
千
万
円
、

16
％
増
の
39
億
１
千
300
万
円
の

残
高
。
行
財
政
改
革
大
綱
の
評

価
指
標
で
あ
る
標
準
財
政
規
模

の
10
％
の
目
標
に
近
づ
い
て
い

る
。
本
市
の
財
政
調
整
基
金
残

高
は
回
復
傾
向
・
比
較
的
安
定

し
た
状
況
に
あ
る
が
、
都
内
の

26
市
の
水
準
に
は
ま
だ
至
っ
て

い
な
い
。
安
定
し
た
財
政
運
営

を
行
う
た
め
、
残
高
の
確
保
に

留
意
を
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
や
原
油
価
格
・
物

価
高
騰
へ
の
対
応
を
含
め
必
要

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
の
活
用
も

図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

公
共
施
設
の
警
備

問　
警
備
状
況
は
。
機
械
警
備

に
よ
る
警
備
員
出
動
数
と
そ
の

料
金
は
。

答　
庁
舎
は
、
施
設
内
の
定
期

的
な
巡
回
等
を
行
っ
て
い
る
。

保
育
園
で
は
、
機
械
警
備
で
、

侵
入
、
火
災
、
停
電
。
警
報
機

器
を
設
置
し
、
異
常
を
感
知
し

た
際
に
は
、
担
当
職
員
を
当
該

保
育
園
に
急
行
さ
せ
必
要
な
処

置
を
す
る
。
警
備
員
の
出
動
回

数
は
、
令
和
３
年
度
１
園
当
た

り
平
均
1.2
回
。
出
動
費
用
は
か

か
っ
て
い
な
い
。

自
動
通
話
録
音
機
給
付
事
業

問　
機
器
の
購
入
数
と
在
庫
数
、

都
の
補
助
金
内
容
は
。

答　
昨
年
度
ま
で
に
200
台
購
入
。

令
和
３
年
度
内
の
配
布
件
数
は

185
件
。
引
き
続
き
今
年
度
配
布

し
、
余
り
は
な
い
。
都
の
補
助

は
年
度
末
の
実
績
報
告
よ
り
補

助
金
申
請
す
る
。

職
員
の
時
間
外
勤
務

問　
時
間
外
勤
務
時
間
が
多
か

っ
た
職
場
の
要
因
は
。

答　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

関
係
で
時
間
外
勤
務
が
増
加
し

て
い
る
。
個
別
の
時
間
外
の
状

況
や
担
当
課
の
業
務
量
を
見
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

選
挙
に
つ
い
て

問　
投
票
済
証
明
書
の
工
夫
な

ど
、
投
票
率
向
上
へ
の
取
組
は
。

答　
他
の
自
治
体
の
取
組
を
、

引
き
続
き
調
査
研
究
し
て
い
く
。

問　
７
月
の
参
院
選
で
貼
り
出

さ
れ
た
全
国
比
例
区
の
名
前
が

小
さ
く
て
全
く
見
え
な
か
っ
た
。

対
策
は
あ
る
か
。

答　
他
の
自
治
体
で
も
同
じ
掲

示
物
を
使
っ
て
お
り
、
都
の
選

挙
管
理
委
員
会
等
も
含
め
て
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
事
業

問　
健
康
課
に
お
け
る
実
績
、

評
価
、
今
年
度
の
予
定
は
。

答　
ひ
い
ら
ぎ
に
お
い
て
、
令

和
３
年
度
か
ら
ペ
ア
レ
ン
ト
メ

ン
タ
ー
と
の
お
話
会
を
開
催
し
、

先
輩
マ
マ
の
方
の
話
を
直
接
聞

く
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。
参

加
者
か
ら
は
、
悩
ん
で
い
る
の

は
自
分
だ
け
で
は
な
い
と
思
っ

た
、
何
歳
に
な
っ
た
ら
何
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
の
か
を
聞
く

こ
と
が
で
き
て
希
望
が
持
て
た

な
ど
の
声
を
伺
っ
て
い
る
。
本

年
度
は
４
回
実
施
し
、
庁
内
職

員
を
対
象
に
し
た
事
業
も
実
施

し
た
。
引
き
続
き
、
子
ど
も
の

発
達
を
一
緒
に
考
え
、
地
域
の

中
で
育
む
と
い
う
セ
ン
タ
ー
の

基
本
方
針
に
基
づ
き
、
ペ
ア
レ

ン
ト
メ
ン
タ
ー
の
皆
様
と
の
連

携
体
制
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

問　
障
害
福
祉
課
に
お
け
る
実

績
、
評
価
、
今
年
度
の
予
定
は
。

答　
令
和
２
・
３
年
度
と
回
数

の
増
加
、
チ
ラ
シ
配
布
先
の
拡

充
な
ど
、
事
業
の
推
進
に
努
め

て
き
た
。
参
加
人
数
は
令
和
２

年
度
５
名
、
令
和
３
年
度
11
名

と
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
参

加
者
が
増
え
て
い
る
。
こ
の
事

業
は
、
同
じ
立
場
の
保
護
者
の

知
恵
袋
と
な
る
よ
う
な
相
談
の

場
所
と
い
う
ふ
う
に
認
識
し
て

い
る
。
今
後
も
様
々
な
工
夫
を

し
、
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り

た
い
。

意
思
疎
通
支
援
事
業

問　
手
話
通
訳
者
派
遣
の
要
件

は
。

答　
派
遣
の
要
件
は
、
通
院
、

銀
行
な
ど
の
手
続
、
学
校
の
保

護
者
会
等
、
日
常
生
活
の
中
で

必
要
な
際
に
派
遣
し
て
い
る
。

問　
派
遣
の
対
象
外
と
な
る
基

準
は
。

答　
市
民
の
日
常
生
活
と
は
言

え
な
い
場
合
、
呼
ば
れ
て
い
く

場
合
は
呼
ん
だ
受
入
れ
先
の
ほ

う
で
通
訳
を
手
配
す
る
よ
う
お

願
い
し
て
い
る
。
長
期
継
続
的

な
場
合
、
例
え
ば
学
校
の
授
業

な
ど
は
、
学
校
側
で
手
配
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

も
の
忘
れ
予
防
検
診

問　
事
業
の
概
要
と
評
価
は
。

答　
令
和
３
年
度
は
検
診
の
初

年
度
に
な
り
、
検
診
は
10
月
か

ら
２
月
ま
で
の
実
施
で
、
受
診

者
数
は
40
人
、
こ
の
う
ち
要
精

密
検
査
と
な
っ
た
方
は
19
人
。

早
期
発
見
、
早
期
対
応
に
効
果

が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

問　
今
後
の
課
題
は
。

答　
受
診
者
数
を
伸
ば
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
認
知
症
の
正

し
い
知
識
の
普
及
啓
発
、
も
の

忘
れ
予
防
検
診
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
の
周
知
を
さ
ら
に
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
つ

で
も
自
分
自
身
や
家
族
、
友
人

で
気
に
な
る
方
が
い
た
と
き
に

チ
ェ
ッ
ク
を
し
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
い
た
だ
け

る
よ
う
、
ポ
ス
タ
ー
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、

「
あ
る
こ
」、
様
々
な
活
動
場
所

等
で
周
知
を
図
り
、
受
診
に
つ

な
げ
て
い
く
。

問　
今
年
度
の
見
直
し
は
。

答　
課
内
で
の
検
討
の
ほ
か
、

認
知
症
検
診
事
業
検
討
会
で
検

討
し
た
。
医
師
会
の
協
力
に
よ

り
検
診
実
施
医
療
機
関
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
封

筒
を
開
け
て
中
身
を
確
認
し
や

す
い
よ
う
、
封
筒
の
表
に
い
こ

い
ー
な
の
イ
ラ
ス
ト
、
ま
ず
は

チ
ェ
ッ
ク
と
表
示
し
、
工
夫
し

た
。
他
に
も
検
診
期
間
の
見
直

し
、
チ
ラ
シ
配
布
先
の
拡
充
、

お
声
が
け
な
ど
、
力
を
入
れ
て

き
た
。

市
民
文
化
祭
と
誰
で
も
ピ
ア
ノ

問　
市
民
文
化
祭
の
令
和
３
年

度
の
内
容
と
評
価
は
。

答　
総
会
開
催
方
法
を
分
散
開

催
に
変
更
。
本
番
も
一
部
動
画

配
信
を
行
い
、
例
年
と
は
違
う

形
で
実
施
。
来
場
者
に
も
ご
協

力
い
た
だ
き
、
無
事
に
終
了
し

た
。
感
謝
し
て
い
る
。

問　
身
近
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

の
取
組
は
。

答　
市
民
文
化
祭
へ
の
皆
様
か

ら
の
反
応
よ
り
、
身
近
な
取
組

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
た
。

文
化
芸
術
に
触
れ
る
機
会
を
増

や
す
こ
と
を
目
的
に
、
こ
も
れ

び
ホ
ー
ル
の
ピ
ア
ノ
を
活
用
し

た
誰
で
も
ピ
ア
ノ
と
い
う
取
組

を
指
定
管
理
者
と
協
力
を
し
、

開
始
し
た
。

大
学
生
等
若
者
向
け
緊
急
食
料

支
援

問　
担
当
課
の
評
価
は
。

答　
食
料
支
援
を
通
じ
、
生
活

に
困
窮
し
た
際
の
相
談
窓
口
を

若
者
に
周
知
で
き
た
こ
と
、
そ

の
後
の
相
談
支
援
に
つ
な
が
っ

た
こ
と
な
ど
を
総
合
的
に
評
価

し
て
い
る
。

問　
支
援
に
当
た
っ
て
支
出
は

あ
る
か
。

答　
主
立
っ
た
コ
ス
ト
は
か
か

っ
て
い
な
い
。

駅
前
の
清
掃
・
老
朽
化
対
応
・

に
ぎ
わ
い
の
創
出

問　
駅
前
広
場
の
清
掃
状
況
と

老
朽
化
へ
の
対
応
は
。

答　
田
無
駅
北
口
と
保
谷
駅
南

口
の
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ

を
中
心
に
、
毎
日
水
拭
き
や
掃

き
掃
除
等
を
実
施
。
素
材
ご
と

の
清
掃
方
法
を
検
討
し
、
利
用

状
況
を
踏
ま
え
順
次
実
施
し
て

い
く
。
外
壁
は
、
薬
剤
、
塗
料

等
が
飛
散
し
な
い
よ
う
に
密
閉

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
足
場

の
設
置
等
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。
今
後
も
駅
前
歩
道
等
は
、

定
期
的
な
清
掃
に
加
え
、
各
駅

を
気
持
ち
よ
く
利
用
で
き
る
よ

う
適
切
な
清
掃
に
努
め
て
い
く
。

問　
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
南
口
の
駅

前
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
の
検
討

状
況
は
。

答　
野
菜
の
販
売
、
選
挙
関
係

の
啓
発
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
し
、

有
効
活
用
を
検
討
し
て
き
た
。

に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
向
け
て
は
、

市
民
の
声
を
聞
く
こ
と
が
一
番

大
事
で
あ
り
、
総
合
計
画
の
中

で
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
他
市
の
事
例
も
参
考
に

し
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
は
な
バ

ス
」

問　
運
行
状
況
に
関
す
る
、
地

域
公
共
交
通
会
議
で
の
議
論
内

容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答　
地
域
公
共
交
通
会
議
で
は
、

経
費
削
減
の
取
組
と
し
て
、
利

用
実
態
に
即
し
た
運
行
ダ
イ
ヤ

の
見
直
し
、
利
便
性
向
上
に
よ

る
運
送
収
入
の
確
保
を
目
的
と

し
た
バ
ス
停
の
新
設
な
ど
に
つ

い
て
協
議
を
行
っ
て
き
た
。
コ

ロ
ナ
後
の
市
民
の
行
動
変
容
に

よ
る
利
用
状
況
を
確
認
す
る
た

め
、
乗
降
調
査
を
実
施
し
、
現

在
集
計
を
行
っ
て
い
る
。
調
査

結
果
や
新
た
な
交
通
計
画
の
中

で
、
市
内
公
共
交
通
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
理
を
併
せ
て
検
討

し
て
い
く
。

問　
車
内
広
告
の
実
績
は
。

答　
運
送
雑
収
入
は
、
車
内
広

告
と
車
内
放
送
広
告
で
あ
り
、

令
和
３
年
度
は
81
万
７
千
500
円
。

本
年
度
は
約
89
万
円
の
見
込
み
。

広
告
の
掲
載
状
況
と
し
て
は
、

現
在
ほ
ぼ
満
枠
と
な
っ
て
い
る
。

学
校
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

問　
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
に
結
び
つ
け
る
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
利
用
方
法
と
は
。
ま
た
、

導
入
後
１
年
経
過
し
た
が
、
そ

の
評
価
と
今
後
の
活
用
は
。

答　
こ
れ
ま
で
本
市
は
様
々
チ

ャ
レ
ン
ジ
を
し
な
が
ら
タ
ブ
レ

ッ
ト
の
効
果
的
な
活
用
方
法
を

研
究
し
て
き
た
。
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
取
扱
い
方
に
つ
い
て
は
、
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
研
究

指
定
校
と
し
て
、
中
原
小
学
校

と
田
無
第
二
中
学
校
が
研
究
を

進
め
て
い
る
。
他
校
に
お
い
て

も
、
各
授
業
の
中
で
、
使
う
場

面
・
使
わ
な
い
場
面
を
子
ど
も

と
一
緒
に
考
え
る
よ
う
指
導
・

助
言
を
し
て
い
る
。
教
育
委
員

会
が
指
導
・
助
言
を
す
る
だ
け

で
な
く
、
指
導
課
長
や
統
括
指

導
主
事
等
が
学
校
に
行
き
、
状

況
を
確
認
し
、
適
切
な
ア
ド
バ

イ
ス
等
を
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

交
通
擁
護
員
と
通
学
路

問　
交
通
擁
護
員
の
配
置
箇
所

は
。

答　
令
和
２
年
度
は
69
か
所
、

令
和
３
年
度
は
68
か
所
で
、
１

か
所
の
減
。
こ
れ
は
中
原
小
学

校
移
転
に
伴
う
加
配
措
置
の
解

消
に
よ
る
。

問　
交
通
擁
護
員
と
通
学
路
合

同
点
検
と
の
関
連
性
は
。

答　
北
町
４
丁
目
の
箇
所
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
実
施
し
た
通

学
路
合
同
点
検
に
て
、
学
校
か

ら
の
点
検
箇
所
候
補
に
抽
出
さ

れ
て
い
る
。
交
通
擁
護
員
の
配

置
の
要
望
は
な
い
が
、
足
跡
マ

ー
ク
の
設
置
や
、
停
止
線
等
の

再
溶
着
の
要
望
を
頂
い
た
。

問　
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
所

有
者
へ
の
働
き
か
け
は
。

答　
市
長
部
局
・
教
育
委
員
会

の
通
学
路
合
同
点
検
の
結
果
等

も
共
有
し
、
戸
別
訪
問
等
を
し
、

所
有
者
に
安
全
対
策
の
必
要
性

に
つ
い
て
啓
発
活
動
等
を
行
っ

◆
一
般
会
計
（
第
５
号
）

【
主
な
補
正
内
容
】

１
．
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
（
４
回
目
）
事
業
費
の
追
加

２
．
物
価
高
騰
対
応
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を

活
用
し
た
本
市
独
自
の
各
種
支

援
事
業
実
施
の
た
め
の
経
費

①
生
活
者
支
援

・
困
窮
す
る
大
学
生
等
支
援

・
児
童
３
人
以
上
の
子
育
て
世

帯
に
対
す
る
支
援

②
事
業
者
支
援

・
公
共
的
な
施
設
の
運
営
や
業

務
を
担
う
事
業
者
に
対
す
る

支
援

・
市
内
中
小
企
業
・
個
人
事
業

主
に
対
す
る
支
援

・
市
内
中
小
企
業
者
等
の
電
気

ガ
ス
代
の
負
担
軽
減
を
図
り
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
推
進
の

た
め
の
経
費

【
主
な
質
疑
】

学
生
等
応
援
特
別
給
付
金

問　
給
付
額
を
５
万
円
と
し
た

理
由
は
。

答　
昨
年
実
施
し
た
学
生
応
援

給
付
金
が
５
万
円
で
あ
っ
た
こ

と
、
そ
の
実
施
後
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
、
学
び
の
継
続
と
し
て
大

変
助
か
っ
た
な
ど
と
の
評
価
を

い
た
だ
い
た
こ
と
、
子
育
て
世

帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
な
ど

と
19
歳
以
上
を
対
象
と
し
た
本

給
付
金
に
つ
い
て
、
世
代
間
で

途
切
れ
る
こ
と
な
く
給
付
を
す

る
こ
と
な
ど
、
他
施
策
と
の
バ

ラ
ン
ス
な
ど
を
勘
案
し
決
定
し

た
。

問　
19
歳
か
ら
29
歳
ま
で
と
い

う
対
象
年
齢
の
考
え
方
は
。

答　
18
歳
ま
で
は
子
育
て
世
帯

支
援
を
適
用
し
、
そ
の
次
の
区

分
と
し
て
本
支
援
を
創
設
。
ひ

き
こ
も
り
・
ニ
ー
ト
対
策
事
業

と
の
整
合
性
、
若
者
が
自
立
に

向
け
た
支
援
を
行
う
こ
と
な
ど

も
勘
案
し
、
決
定
。
他
自
治
体

の
同
様
の
支
援
状
況
が
、
24
歳
、

26
歳
な
ど
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

広
め
の
設
定
と
し
た
。

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給

付
金

問　
プ
ッ
シ
ュ
型
通
知
は
行
う

の
か
。

答　
対
象
者
の
方
へ
給
付
事
業

の
ご
案
内
の
通
知
を
実
施
す
る
。

問　
児
童
３
人
以
上
の
子
育
て

世
帯
を
対
象
と
し
た
理
由
は
。

答　
児
童
手
当
に
お
い
て
第
３

子
以
降
に
支
給
額
の
加
算
が
あ

る
こ
と
、
幼
稚
園
給
食
費
の
第

３
子
以
降
の
園
児
が
い
る
世
帯

へ
の
実
費
徴
収
に
係
る
補
足
給

付
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
、
ま

た
独
立
行
政
法
人
労
働
政
策
研

究
・
研
修
機
構
の
調
査
の
結
果

を
踏
ま
え
、
児
童
３
人
以
上
の

子
育
て
世
帯
を
支
給
対
象
と
し

た
。

問　
所
得
制
限
の
考
え
方
は
。

答　
所
得
制
限
は
設
け
な
い
。

市
内
事
業
者
物
価
高
騰
等
対
応

支
援

問　
経
緯
と
考
え
方
は
。

答　
原
油
価
格
や
電
気
料
金
、

ガ
ス
料
金
等
様
々
な
経
費
の
高

騰
に
よ
り
、
国
内
企
業
物
価
は

上
昇
し
て
い
る
状
況
か
ら
、
市

内
事
業
者
の
方
々
と
の
意
見
交

換
を
行
い
、
幅
広
い
業
種
や
多

く
の
中
小
企
業
、
個
人
事
業
主

の
方
々
が
今
後
も
続
く
物
価
高

騰
等
に
対
す
る
不
安
を
抱
い
て

い
る
と
伺
っ
た
。
幅
広
く
か
つ

速
や
か
に
負
担
軽
減
を
図
り
、

事
業
活
動
を
支
援
し
た
い
。

問　
対
象
件
数
は
。

答　
約
４
千
500
件
の
申
請
が
あ

る
と
見
込
ん
で
い
る
。

問　
積
算
根
拠
は
。

答　
こ
の
間
の
各
種
事
業
者
支

援
で
の
実
績
等
を
参
考
に
見
込

ん
だ
。

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
可
決

◆
一
般
会
計
（
第
６
号
）

【
主
な
補
正
内
容
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

（
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
）
に
向

け
た
体
制
確
保
の
た
め
の
経
費

【
主
な
質
疑
】

問　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
の
小

児
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
見
込
み
は
。

答　
現
在
ま
で
国
の
事
務
連
絡

で
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
現
在

５
歳
以
上
11
歳
以
下
の
小
児
へ

の
接
種
は
、
５
歳
か
ら
11
歳
用

フ
ァ
イ
ザ
ー
ワ
ク
チ
ン
を
使
用

し
て
い
る
。
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対

応
ワ
ク
チ
ン
が
薬
事
承
認
前
な

の
で
、
詳
細
は
分
か
ら
な
い
が
、

国
の
事
務
連
絡
で
初
回
接
種
を

完
了
し
た
全
て
の
者
と
の
記
述

が
あ
る
の
で
、
予
算
上
、
印
刷

想
定
数
に
加
え
た
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

◆
一
般
会
計
（
第
７
・
８
号
）

  【
主
な
補
正
内
容
（
第
７
号
）】

１
．
令
和
３
年
度
決
算
に
伴
う

繰
越
金
等
の
精
算

２
．
普
通
交
付
税
の
確
定
に
よ

る
関
連
予
算
の
補
正

３
．
当
初
予
算
編
成
後
に
生
じ

た
新
規
・
追
加
の
財
政
需
要
等

へ
の
対
応

①
燃
料
価
格
高
騰
に
伴
う
各

公
共
施
設
等
の
光
熱
費
に

係
る
経
費
の
増
額

②
低
所
得
世
帯
の
受
験
生
を

支
援
す
る
た
め
の
取
組

③
子
ど
も
食
堂
へ
の
補
助

④
高
校
生
等
の
医
療
費
助
成

開
始
に
向
け
た
準
備
事
務

経
費

⑤
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

（
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
）

の
接
種
体
制
確
保

⑥
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の

推
奨

⑦
風
疹
の
追
加
対
策

⑧
ス
ポ
ー
ツ
施
設
休
館
に
伴

う
営
業
補
償

  【
主
な
補
正
内
容
（
第
８
号
）】

　
高
齢
者
等
に
対
す
る
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
自
己
負

担
分
無
償
化
の
経
費

【
主
な
質
疑
（
第
７
・
８
号
）】

公
共
施
設
に
係
る
電
気
代

問　
節
電
方
法
は
。

答　
庁
舎
を
例
に
す
る
と
、
業

務
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
の
照

明
の
間
引
き
、
職
員
と
来
庁
者

の
健
康
に
支
障
の
出
な
い
程
度

の
空
調
の
節
約
、
職
員
の
休
憩

中
の
Ｐ
Ｃ
機
器
の
ス
リ
ー
プ
モ

ー
ド
の
設
定
な
ど
を
推
奨
。

受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
貸
付

事
業

問　
新
た
な
支
援
の
拡
充
と
、

子
ど
も
達
へ
の
直
接
的
な
周
知

な
ど
効
果
的
な
周
知
方
法
は
。

答　
今
年
３
月
に
、
公
立
中
学

校
の
新
３
年
生
と
、
都
立
高
校

の
新
３
年
生
を
対
象
に
、
受
験

生
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
が
東
京
都
よ
り
配
布
な
さ
れ

た
。
ま
た
、
市
の
教
育
委
員
会

が
実
施
す
る
校
長
会
議
の
場
に

担
当
者
が
出
向
き
、
受
験
生
チ

ャ
レ
ン
ジ
制
度
の
説
明
を
し
て

い
る
。

問　
振
込
時
期
は
。

答　
相
談
、
説
明
を
し
た
後
、

実
際
に
東
京
都
社
会
福
祉
協
議

会
に
申
請
し
、
審
査
終
了
後
、

お
お
む
ね
１
週
間
か
ら
２
週
間

で
利
用
者
に
直
接
東
京
都
社
会

福
祉
協
議
会
か
ら
送
金
さ
れ
る
。

高
校
生
等
医
療
助
成
事
業

問　
都
の
補
助
と
市
の
負
担
割

合
は
。

答　
所
得
制
限
は
設
け
な
い
。

令
和
５
年
度
か
ら
３
年
間
は
、

都
の
補
助
制
度
の
対
象
と
な
る

所
得
制
限
あ
り
の
部
分
に
つ
い

て
は
10
分
の
10
を
補
助
す
る
と

さ
れ
て
お
り
、
令
和
８
年
度
以

降
は
、
都
の
補
助
割
合
が
２
分

の
１
と
な
る
と
示
さ
れ
て
い
る
。

問　
今
後
の
事
業
継
続
は
。

答　
ど
の
子
ど
も
に
と
っ
て
も

公
平
に
必
要
な
医
療
を
受
け
ら

れ
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い

る
。
子
ど
も
が
い
つ
で
も
必
要

な
医
療
を
切
れ
目
な
く
受
け
ら

れ
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
す

る
た
め
、
公
平
性
と
と
も
に
、

安
定
的
な
制
度
拡
充
を
図
る
。

引
き
続
き
東
京
都
が
恒
久
的
に

財
源
負
担
を
す
る
よ
う
強
く
要

望
す
る
。

自
宅
療
養
者
食
料
支
援
等

問　
配
送
委
託
の
実
施
時
期
は
。

答　
年
度
末
ま
で
を
想
定
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
事
業

問　
３
回
目
接
種
券
と
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
の
接
種
券
の
利
用
に
つ

い
て
。

答　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
は
、
初
回
接
種
を

完
了
し
て
い
る
方
が
対
象
。
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
券
を
送
る
際
は
、
ま
だ
３

回
目
以
降
の
接
種
が
お
済
み
で

な
い
方
は
、
お
手
元
に
接
種
券

が
保
管
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ

る
。
そ
の
際
、
新
た
な
接
種
券

を
お
届
け
す
る
と
、
２
回
の
接

種
が
可
能
で
あ
る
と
誤
解
を
受

け
る
懸
念
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
記
録
シ
ス
テ
ム

（
Ｖ
Ｒ
Ｓ
）
の
情
報
や
健
康
情

報
シ
ス
テ
ム
の
情
報
を
活
用
し
、

３
回
目
以
降
、
ま
だ
接
種
が
お

済
み
で
な
い
方
に
対
し
、
手
元

に
接
種
券
が
あ
る
場
合
は
そ
れ

を
利
用
で
き
る
こ
と
、
も
し
く

は
、
手
元
に
接
種
券
が
な
い
場

合
は
申
出
に
よ
り
接
種
券
を
送

付
す
る
旨
通
知
を
す
る
な
ど
、

そ
う
い
っ
た
方
法
も
検
討
し
、

リ
ス
ク
等
を
踏
ま
え
適
切
に
対

応
す
る
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
改
修
工
事

問　
施
設
休
止
と
営
業
補
償
事

業
の
概
要
は
。

答　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
休
業
補

償
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
加
え
、
今

年
度
実
施
す
る
き
ら
っ
と
の
防

水
工
事
と
武
道
場
の
空
調
設
備

改
修
工
事
に
つ
い
て
、
当
初
想

定
し
て
い
た
よ
り
も
、
施
設
の

休
業
に
よ
り
運
営
の
収
入
を
得

ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
基
本
協

定
書
の
リ
ス
ク
に
基
づ
い
て
市

に
お
い
て
補
償
す
る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

て
い
る
。

小
中
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化

問　
洋
式
化
の
ア
ン
ケ
ー
ト
と

今
後
の
方
向
性
は
。

答　
教
育
部
内
で
内
容
を
決
定

し
、
市
長
部
局
に
報
告
し
て
い

る
。
小
学
校
で
は
各
フ
ロ
ア
１

か
所
の
洋
式
化
を
考
え
て
い
る
。

中
学
校
で
は
成
長
過
程
で
柔
軟

な
対
応
が
で
き
る
た
め
、
全
て

洋
式
化
し
た
い
。

体
育
実
技
用
具
等
の
就
学
援
助

問　
援
助
内
容
の
検
討
状
況
は
。

答　
近
隣
自
治
体
の
状
況
等
も

調
査
し
、
検
討
し
て
い
く
。

修
学
旅
行

問　
修
学
旅
行
を
実
施
し
た
学

校
と
そ
う
で
な
い
学
校
が
あ
る
。

学
校
に
よ
っ
て
差
が
出
た
こ
と

に
つ
い
て
、
市
の
見
解
は
。

答　
当
初
の
計
画
か
ら
宿
泊
数

を
減
ら
し
、
場
所
を
変
更
す
る

な
ど
工
夫
し
た
。
各
学
校
で
差

が
で
き
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、

大
変
申
し
訳
な
か
っ
た
。

不
登
校
児
童
へ
の
寄
り
添
い

問　
学
校
に
来
た
り
来
な
か
っ

た
り
と
い
う
子
ど
も
へ
の
組
織

的
な
対
応
は
。

答　
担
任
、
養
護
教
諭
な
ど
が

児
童
生
徒
の
欠
席
な
ど
に
対
し

て
の
理
由
や
状
況
を
把
握
し
、

不
登
校
の
予
兆
が
あ
る
場
合
な

ど
に
は
児
童
生
徒
一
人
一
人
の

状
況
に
応
じ
て
対
応
し
て
い
る
。

ま
た
、
欠
席
が
続
く
背
景
を
校

内
で
検
討
し
、
児
童
生
徒
及
び

保
護
者
に
対
し
て
適
切
な
関
わ

り
方
を
組
織
的
に
行
う
と
と
も

に
、
必
要
に
応
じ
て
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
と
連
携
し

て
、
児
童
生
徒
の
心
に
寄
り
添

い
、
早
期
の
対
応
に
努
め
て
い

る
。

下
野
谷
遺
跡
の
整
備

問　
整
備
後
の
市
民
か
ら
の
評

価
は
。

答　
ト
イ
レ
棟
の
近
隣
住
民
か

ら
は
、
便
利
に
な
っ
た
、
き
れ

い
に
使
わ
れ
て
い
る
、
安
全
面

対
策
を
し
て
ほ
し
い
な
ど
の
意

見
を
頂
い
て
い
る
。

問　
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
整
備

状
況
は
。

答　
史
跡
下
野
谷
遺
跡
整
備
基

本
計
画
に
て
、
下
野
谷
遺
跡
の

展
示
や
解
説
だ
け
で
な
く
、
史

跡
の
管
理
等
、
市
民
活
動
の
拠

点
に
な
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
を

史
跡
整
備
の
一
環
と
し
て
設
置

す
る
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
。
今

後
、
場
所
・
時
期
等
も
含
め
、

具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
い
く
。

公
民
館
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化

問　
進
行
状
況
は
。

答　
本
年
３
月
末
現
在
、
公
民

館
６
館
全
体
の
洋
式
化
率
は
約

90
％
。

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
認
定

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
認
定

◆
駐
車
場
事
業
特
別
会
計

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
認
定

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
認
定

◆
下
水
道
事
業
会
計

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
認
定

　
令
和
４
年
度
補
正
予
算
の
主
な
審
査
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

◇
質
問
の
詳
細
は
会
議
録
に
掲
載
し
ま
す
。「
会
議
録
の
公
開
予

定
」
は
11
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

予
算
特
別
委
員
会
の
審
査
か
ら

第
３
回
臨
時
会

第
３
回
定
例
会

※
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会計名 予算現額 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額

一　般　会　計 864億9,377万5,000円 853億2,240万8,119円 804億8,310万3,711円 48億3,930万4,408円

特　別　会　計 422億5,115万4,000円 425億9,164万5,156円 414億8,230万9,995円 11億933万5,161円

 国民健康保険特別会計 191億5,757万8,000円 192億3,506万3,764円 188億5,891万9,372円 3億7,614万4,392円

 駐車場事業特別会計 1億3,120万9,000円 1億2,991万2,395円 1億2,072万2,623円 918万9,772円

 介護保険特別会計 182億3,146万6,000円 185億951万6,042円 178億1,249万5,265円 6億9,702万777円

 後期高齢者医療特別会計 47億3,090万1,000円 47億1,715万2,955円 46億9,017万2,735円 2,698万220円

合　　　　　計 1,287億4,492万9,000円 1,279億1,405万3,275円 1,219億6,541万3,706円 59億4,863万9,569円

下水道事業会計 予算額 決算額 不用額予算額に比べ決算額の増減

収益的収支

資本的収支

収入 33億2,772万7,000円 31億6,881万494円 △1億5,891万6,506円 ー              

支出 31億5,919万4,000円 30億4,695万9,891円 ー               1億1,223万4,109円

収入 6億4,121万3,000円 3億3,330万2,882円 △3億791万118円 ー              

支出 11億4,243万6,000円 8億3,320万7,607円 ー               3億922万8,393円

◆
一
般
会
計

【
主
な
質
疑
】

持
続
可
能
な
自
治
体
運
営

問　
市
の
考
え
方
は
。

答　
次
世
代
へ
の
責
任
あ
る
選

択
の
考
え
に
基
づ
き
臨
時
財
政

対
策
債
を
中
心
と
し
た
公
債
費

管
理
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、

予
算
の
執
行
管
理
の
徹
底
と
行

財
政
改
革
の
取
組
を
進
め
る
こ

と
で
行
政
基
盤
の
強
化
を
図
り
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
と
行
政
運
営
の

両
面
で
バ
ラ
ン
ス
感
の
あ
る
市

政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

財
政
調
整
基
金

問　
残
高
と
一
定
額
を
確
保
し

た
上
で
の
活
用
は
。

答　
前
年
度
比
５
億
４
千
万
円
、

16
％
増
の
39
億
１
千
300
万
円
の

残
高
。
行
財
政
改
革
大
綱
の
評

価
指
標
で
あ
る
標
準
財
政
規
模

の
10
％
の
目
標
に
近
づ
い
て
い

る
。
本
市
の
財
政
調
整
基
金
残

高
は
回
復
傾
向
・
比
較
的
安
定

し
た
状
況
に
あ
る
が
、
都
内
の

26
市
の
水
準
に
は
ま
だ
至
っ
て

い
な
い
。
安
定
し
た
財
政
運
営

を
行
う
た
め
、
残
高
の
確
保
に

留
意
を
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
や
原
油
価
格
・
物

価
高
騰
へ
の
対
応
を
含
め
必
要

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
の
活
用
も

図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

公
共
施
設
の
警
備

問　
警
備
状
況
は
。
機
械
警
備

に
よ
る
警
備
員
出
動
数
と
そ
の

料
金
は
。

答　
庁
舎
は
、
施
設
内
の
定
期

的
な
巡
回
等
を
行
っ
て
い
る
。

保
育
園
で
は
、
機
械
警
備
で
、

侵
入
、
火
災
、
停
電
。
警
報
機

器
を
設
置
し
、
異
常
を
感
知
し

た
際
に
は
、
担
当
職
員
を
当
該

保
育
園
に
急
行
さ
せ
必
要
な
処

置
を
す
る
。
警
備
員
の
出
動
回

数
は
、
令
和
３
年
度
１
園
当
た

り
平
均
1.2
回
。
出
動
費
用
は
か

か
っ
て
い
な
い
。

自
動
通
話
録
音
機
給
付
事
業

問　
機
器
の
購
入
数
と
在
庫
数
、

都
の
補
助
金
内
容
は
。

答　
昨
年
度
ま
で
に
200
台
購
入
。

令
和
３
年
度
内
の
配
布
件
数
は

185
件
。
引
き
続
き
今
年
度
配
布

し
、
余
り
は
な
い
。
都
の
補
助

は
年
度
末
の
実
績
報
告
よ
り
補

助
金
申
請
す
る
。

職
員
の
時
間
外
勤
務

問　
時
間
外
勤
務
時
間
が
多
か

っ
た
職
場
の
要
因
は
。

答　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

関
係
で
時
間
外
勤
務
が
増
加
し

て
い
る
。
個
別
の
時
間
外
の
状

況
や
担
当
課
の
業
務
量
を
見
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

選
挙
に
つ
い
て

問　
投
票
済
証
明
書
の
工
夫
な

ど
、
投
票
率
向
上
へ
の
取
組
は
。

答　
他
の
自
治
体
の
取
組
を
、

引
き
続
き
調
査
研
究
し
て
い
く
。

問　
７
月
の
参
院
選
で
貼
り
出

さ
れ
た
全
国
比
例
区
の
名
前
が

小
さ
く
て
全
く
見
え
な
か
っ
た
。

対
策
は
あ
る
か
。

答　
他
の
自
治
体
で
も
同
じ
掲

示
物
を
使
っ
て
お
り
、
都
の
選

挙
管
理
委
員
会
等
も
含
め
て
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
事
業

問　
健
康
課
に
お
け
る
実
績
、

評
価
、
今
年
度
の
予
定
は
。

答　
ひ
い
ら
ぎ
に
お
い
て
、
令

和
３
年
度
か
ら
ペ
ア
レ
ン
ト
メ

ン
タ
ー
と
の
お
話
会
を
開
催
し
、

先
輩
マ
マ
の
方
の
話
を
直
接
聞

く
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。
参

加
者
か
ら
は
、
悩
ん
で
い
る
の

は
自
分
だ
け
で
は
な
い
と
思
っ

た
、
何
歳
に
な
っ
た
ら
何
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
の
か
を
聞
く

こ
と
が
で
き
て
希
望
が
持
て
た

な
ど
の
声
を
伺
っ
て
い
る
。
本

年
度
は
４
回
実
施
し
、
庁
内
職

員
を
対
象
に
し
た
事
業
も
実
施

し
た
。
引
き
続
き
、
子
ど
も
の

発
達
を
一
緒
に
考
え
、
地
域
の

中
で
育
む
と
い
う
セ
ン
タ
ー
の

基
本
方
針
に
基
づ
き
、
ペ
ア
レ

ン
ト
メ
ン
タ
ー
の
皆
様
と
の
連

携
体
制
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

問　
障
害
福
祉
課
に
お
け
る
実

績
、
評
価
、
今
年
度
の
予
定
は
。

答　
令
和
２
・
３
年
度
と
回
数

の
増
加
、
チ
ラ
シ
配
布
先
の
拡

充
な
ど
、
事
業
の
推
進
に
努
め

て
き
た
。
参
加
人
数
は
令
和
２

年
度
５
名
、
令
和
３
年
度
11
名

と
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
参

加
者
が
増
え
て
い
る
。
こ
の
事

業
は
、
同
じ
立
場
の
保
護
者
の

知
恵
袋
と
な
る
よ
う
な
相
談
の

場
所
と
い
う
ふ
う
に
認
識
し
て

い
る
。
今
後
も
様
々
な
工
夫
を

し
、
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り

た
い
。

意
思
疎
通
支
援
事
業

問　
手
話
通
訳
者
派
遣
の
要
件

は
。

答　
派
遣
の
要
件
は
、
通
院
、

銀
行
な
ど
の
手
続
、
学
校
の
保

護
者
会
等
、
日
常
生
活
の
中
で

必
要
な
際
に
派
遣
し
て
い
る
。

問　
派
遣
の
対
象
外
と
な
る
基

準
は
。

答　
市
民
の
日
常
生
活
と
は
言

え
な
い
場
合
、
呼
ば
れ
て
い
く

場
合
は
呼
ん
だ
受
入
れ
先
の
ほ

う
で
通
訳
を
手
配
す
る
よ
う
お

願
い
し
て
い
る
。
長
期
継
続
的

な
場
合
、
例
え
ば
学
校
の
授
業

な
ど
は
、
学
校
側
で
手
配
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

も
の
忘
れ
予
防
検
診

問　
事
業
の
概
要
と
評
価
は
。

答　
令
和
３
年
度
は
検
診
の
初

年
度
に
な
り
、
検
診
は
10
月
か

ら
２
月
ま
で
の
実
施
で
、
受
診

者
数
は
40
人
、
こ
の
う
ち
要
精

密
検
査
と
な
っ
た
方
は
19
人
。

早
期
発
見
、
早
期
対
応
に
効
果

が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

問　
今
後
の
課
題
は
。

答　
受
診
者
数
を
伸
ば
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
認
知
症
の
正

し
い
知
識
の
普
及
啓
発
、
も
の

忘
れ
予
防
検
診
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
の
周
知
を
さ
ら
に
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
つ

で
も
自
分
自
身
や
家
族
、
友
人

で
気
に
な
る
方
が
い
た
と
き
に

チ
ェ
ッ
ク
を
し
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
い
た
だ
け

る
よ
う
、
ポ
ス
タ
ー
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、

「
あ
る
こ
」、
様
々
な
活
動
場
所

等
で
周
知
を
図
り
、
受
診
に
つ

な
げ
て
い
く
。

問　
今
年
度
の
見
直
し
は
。

答　
課
内
で
の
検
討
の
ほ
か
、

認
知
症
検
診
事
業
検
討
会
で
検

討
し
た
。
医
師
会
の
協
力
に
よ

り
検
診
実
施
医
療
機
関
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
封

筒
を
開
け
て
中
身
を
確
認
し
や

す
い
よ
う
、
封
筒
の
表
に
い
こ

い
ー
な
の
イ
ラ
ス
ト
、
ま
ず
は

チ
ェ
ッ
ク
と
表
示
し
、
工
夫
し

た
。
他
に
も
検
診
期
間
の
見
直

し
、
チ
ラ
シ
配
布
先
の
拡
充
、

お
声
が
け
な
ど
、
力
を
入
れ
て

き
た
。

市
民
文
化
祭
と
誰
で
も
ピ
ア
ノ

問　
市
民
文
化
祭
の
令
和
３
年

度
の
内
容
と
評
価
は
。

答　
総
会
開
催
方
法
を
分
散
開

催
に
変
更
。
本
番
も
一
部
動
画

配
信
を
行
い
、
例
年
と
は
違
う

形
で
実
施
。
来
場
者
に
も
ご
協

力
い
た
だ
き
、
無
事
に
終
了
し

た
。
感
謝
し
て
い
る
。

問　
身
近
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

の
取
組
は
。

答　
市
民
文
化
祭
へ
の
皆
様
か

ら
の
反
応
よ
り
、
身
近
な
取
組

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
た
。

文
化
芸
術
に
触
れ
る
機
会
を
増

や
す
こ
と
を
目
的
に
、
こ
も
れ

び
ホ
ー
ル
の
ピ
ア
ノ
を
活
用
し

た
誰
で
も
ピ
ア
ノ
と
い
う
取
組

を
指
定
管
理
者
と
協
力
を
し
、

開
始
し
た
。

大
学
生
等
若
者
向
け
緊
急
食
料

支
援

問　
担
当
課
の
評
価
は
。

答　
食
料
支
援
を
通
じ
、
生
活

に
困
窮
し
た
際
の
相
談
窓
口
を

若
者
に
周
知
で
き
た
こ
と
、
そ

の
後
の
相
談
支
援
に
つ
な
が
っ

た
こ
と
な
ど
を
総
合
的
に
評
価

し
て
い
る
。

問　
支
援
に
当
た
っ
て
支
出
は

あ
る
か
。

答　
主
立
っ
た
コ
ス
ト
は
か
か

っ
て
い
な
い
。

駅
前
の
清
掃
・
老
朽
化
対
応
・

に
ぎ
わ
い
の
創
出

問　
駅
前
広
場
の
清
掃
状
況
と

老
朽
化
へ
の
対
応
は
。

答　
田
無
駅
北
口
と
保
谷
駅
南

口
の
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ

を
中
心
に
、
毎
日
水
拭
き
や
掃

き
掃
除
等
を
実
施
。
素
材
ご
と

の
清
掃
方
法
を
検
討
し
、
利
用

状
況
を
踏
ま
え
順
次
実
施
し
て

い
く
。
外
壁
は
、
薬
剤
、
塗
料

等
が
飛
散
し
な
い
よ
う
に
密
閉

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
足
場

の
設
置
等
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。
今
後
も
駅
前
歩
道
等
は
、

定
期
的
な
清
掃
に
加
え
、
各
駅

を
気
持
ち
よ
く
利
用
で
き
る
よ

う
適
切
な
清
掃
に
努
め
て
い
く
。

問　
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
南
口
の
駅

前
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
の
検
討

状
況
は
。

答　
野
菜
の
販
売
、
選
挙
関
係

の
啓
発
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
し
、

有
効
活
用
を
検
討
し
て
き
た
。

に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
向
け
て
は
、

市
民
の
声
を
聞
く
こ
と
が
一
番

大
事
で
あ
り
、
総
合
計
画
の
中

で
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
他
市
の
事
例
も
参
考
に

し
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
は
な
バ

ス
」

問　
運
行
状
況
に
関
す
る
、
地

域
公
共
交
通
会
議
で
の
議
論
内

容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答　
地
域
公
共
交
通
会
議
で
は
、

経
費
削
減
の
取
組
と
し
て
、
利

用
実
態
に
即
し
た
運
行
ダ
イ
ヤ

の
見
直
し
、
利
便
性
向
上
に
よ

る
運
送
収
入
の
確
保
を
目
的
と

し
た
バ
ス
停
の
新
設
な
ど
に
つ

い
て
協
議
を
行
っ
て
き
た
。
コ

ロ
ナ
後
の
市
民
の
行
動
変
容
に

よ
る
利
用
状
況
を
確
認
す
る
た

め
、
乗
降
調
査
を
実
施
し
、
現

在
集
計
を
行
っ
て
い
る
。
調
査

結
果
や
新
た
な
交
通
計
画
の
中

で
、
市
内
公
共
交
通
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
理
を
併
せ
て
検
討

し
て
い
く
。

問　
車
内
広
告
の
実
績
は
。

答　
運
送
雑
収
入
は
、
車
内
広

告
と
車
内
放
送
広
告
で
あ
り
、

令
和
３
年
度
は
81
万
７
千
500
円
。

本
年
度
は
約
89
万
円
の
見
込
み
。

広
告
の
掲
載
状
況
と
し
て
は
、

現
在
ほ
ぼ
満
枠
と
な
っ
て
い
る
。

学
校
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

問　
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
に
結
び
つ
け
る
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
利
用
方
法
と
は
。
ま
た
、

導
入
後
１
年
経
過
し
た
が
、
そ

の
評
価
と
今
後
の
活
用
は
。

答　
こ
れ
ま
で
本
市
は
様
々
チ

ャ
レ
ン
ジ
を
し
な
が
ら
タ
ブ
レ

ッ
ト
の
効
果
的
な
活
用
方
法
を

研
究
し
て
き
た
。
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
取
扱
い
方
に
つ
い
て
は
、
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
研
究

指
定
校
と
し
て
、
中
原
小
学
校

と
田
無
第
二
中
学
校
が
研
究
を

進
め
て
い
る
。
他
校
に
お
い
て

も
、
各
授
業
の
中
で
、
使
う
場

面
・
使
わ
な
い
場
面
を
子
ど
も

と
一
緒
に
考
え
る
よ
う
指
導
・

助
言
を
し
て
い
る
。
教
育
委
員

会
が
指
導
・
助
言
を
す
る
だ
け

で
な
く
、
指
導
課
長
や
統
括
指

導
主
事
等
が
学
校
に
行
き
、
状

況
を
確
認
し
、
適
切
な
ア
ド
バ

イ
ス
等
を
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

交
通
擁
護
員
と
通
学
路

問　
交
通
擁
護
員
の
配
置
箇
所

は
。

答　
令
和
２
年
度
は
69
か
所
、

令
和
３
年
度
は
68
か
所
で
、
１

か
所
の
減
。
こ
れ
は
中
原
小
学

校
移
転
に
伴
う
加
配
措
置
の
解

消
に
よ
る
。

問　
交
通
擁
護
員
と
通
学
路
合

同
点
検
と
の
関
連
性
は
。

答　
北
町
４
丁
目
の
箇
所
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
実
施
し
た
通

学
路
合
同
点
検
に
て
、
学
校
か

ら
の
点
検
箇
所
候
補
に
抽
出
さ

れ
て
い
る
。
交
通
擁
護
員
の
配

置
の
要
望
は
な
い
が
、
足
跡
マ

ー
ク
の
設
置
や
、
停
止
線
等
の

再
溶
着
の
要
望
を
頂
い
た
。

問　
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
所

有
者
へ
の
働
き
か
け
は
。

答　
市
長
部
局
・
教
育
委
員
会

の
通
学
路
合
同
点
検
の
結
果
等

も
共
有
し
、
戸
別
訪
問
等
を
し
、

所
有
者
に
安
全
対
策
の
必
要
性

に
つ
い
て
啓
発
活
動
等
を
行
っ

て
い
る
。

小
中
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化

問　
洋
式
化
の
ア
ン
ケ
ー
ト
と

今
後
の
方
向
性
は
。

答　
教
育
部
内
で
内
容
を
決
定

し
、
市
長
部
局
に
報
告
し
て
い

る
。
小
学
校
で
は
各
フ
ロ
ア
１

か
所
の
洋
式
化
を
考
え
て
い
る
。

中
学
校
で
は
成
長
過
程
で
柔
軟

な
対
応
が
で
き
る
た
め
、
全
て

洋
式
化
し
た
い
。

体
育
実
技
用
具
等
の
就
学
援
助

問　
援
助
内
容
の
検
討
状
況
は
。

答　
近
隣
自
治
体
の
状
況
等
も

調
査
し
、
検
討
し
て
い
く
。

修
学
旅
行

問　
修
学
旅
行
を
実
施
し
た
学

校
と
そ
う
で
な
い
学
校
が
あ
る
。

学
校
に
よ
っ
て
差
が
出
た
こ
と

に
つ
い
て
、
市
の
見
解
は
。

答　
当
初
の
計
画
か
ら
宿
泊
数

を
減
ら
し
、
場
所
を
変
更
す
る

な
ど
工
夫
し
た
。
各
学
校
で
差

が
で
き
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、

大
変
申
し
訳
な
か
っ
た
。

不
登
校
児
童
へ
の
寄
り
添
い

問　
学
校
に
来
た
り
来
な
か
っ

た
り
と
い
う
子
ど
も
へ
の
組
織

的
な
対
応
は
。

答　
担
任
、
養
護
教
諭
な
ど
が

児
童
生
徒
の
欠
席
な
ど
に
対
し

て
の
理
由
や
状
況
を
把
握
し
、

不
登
校
の
予
兆
が
あ
る
場
合
な

ど
に
は
児
童
生
徒
一
人
一
人
の

状
況
に
応
じ
て
対
応
し
て
い
る
。

ま
た
、
欠
席
が
続
く
背
景
を
校

内
で
検
討
し
、
児
童
生
徒
及
び

保
護
者
に
対
し
て
適
切
な
関
わ

り
方
を
組
織
的
に
行
う
と
と
も

に
、
必
要
に
応
じ
て
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
と
連
携
し

て
、
児
童
生
徒
の
心
に
寄
り
添

い
、
早
期
の
対
応
に
努
め
て
い

る
。

下
野
谷
遺
跡
の
整
備

問　
整
備
後
の
市
民
か
ら
の
評

価
は
。

答　
ト
イ
レ
棟
の
近
隣
住
民
か

ら
は
、
便
利
に
な
っ
た
、
き
れ

い
に
使
わ
れ
て
い
る
、
安
全
面

対
策
を
し
て
ほ
し
い
な
ど
の
意

見
を
頂
い
て
い
る
。

問　
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
整
備

状
況
は
。

答　
史
跡
下
野
谷
遺
跡
整
備
基

本
計
画
に
て
、
下
野
谷
遺
跡
の

展
示
や
解
説
だ
け
で
な
く
、
史

跡
の
管
理
等
、
市
民
活
動
の
拠

点
に
な
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
を

史
跡
整
備
の
一
環
と
し
て
設
置

す
る
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
。
今

後
、
場
所
・
時
期
等
も
含
め
、

具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
い
く
。

公
民
館
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化

問　
進
行
状
況
は
。

答　
本
年
３
月
末
現
在
、
公
民

館
６
館
全
体
の
洋
式
化
率
は
約

90
％
。

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
認
定

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
認
定

◆
駐
車
場
事
業
特
別
会
計

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
認
定

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
認
定

◆
下
水
道
事
業
会
計

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
認
定

　
令
和
３
年
度
決
算
の
主
な
審
査
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
質
問
の
詳
細
は
会
議
録
に
掲
載
し
ま
す
。「
会
議
録
の
公
開

予
定
」
は
11
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

決
算
特
別
委
員
会
の
審
査
か
ら

令
和
３
年
度
決
算

令和3年度決算概要
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◆
一
般
会
計

【
主
な
質
疑
】

持
続
可
能
な
自
治
体
運
営

問　
市
の
考
え
方
は
。

答　
次
世
代
へ
の
責
任
あ
る
選

択
の
考
え
に
基
づ
き
臨
時
財
政

対
策
債
を
中
心
と
し
た
公
債
費

管
理
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、

予
算
の
執
行
管
理
の
徹
底
と
行

財
政
改
革
の
取
組
を
進
め
る
こ

と
で
行
政
基
盤
の
強
化
を
図
り
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
と
行
政
運
営
の

両
面
で
バ
ラ
ン
ス
感
の
あ
る
市

政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

財
政
調
整
基
金

問　
残
高
と
一
定
額
を
確
保
し

た
上
で
の
活
用
は
。

答　
前
年
度
比
５
億
４
千
万
円
、

16
％
増
の
39
億
１
千
300
万
円
の

残
高
。
行
財
政
改
革
大
綱
の
評

価
指
標
で
あ
る
標
準
財
政
規
模

の
10
％
の
目
標
に
近
づ
い
て
い

る
。
本
市
の
財
政
調
整
基
金
残

高
は
回
復
傾
向
・
比
較
的
安
定

し
た
状
況
に
あ
る
が
、
都
内
の

26
市
の
水
準
に
は
ま
だ
至
っ
て

い
な
い
。
安
定
し
た
財
政
運
営

を
行
う
た
め
、
残
高
の
確
保
に

留
意
を
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
や
原
油
価
格
・
物

価
高
騰
へ
の
対
応
を
含
め
必
要

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
の
活
用
も

図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

公
共
施
設
の
警
備

問　
警
備
状
況
は
。
機
械
警
備

に
よ
る
警
備
員
出
動
数
と
そ
の

料
金
は
。

答　
庁
舎
は
、
施
設
内
の
定
期

的
な
巡
回
等
を
行
っ
て
い
る
。

保
育
園
で
は
、
機
械
警
備
で
、

侵
入
、
火
災
、
停
電
。
警
報
機

器
を
設
置
し
、
異
常
を
感
知
し

た
際
に
は
、
担
当
職
員
を
当
該

保
育
園
に
急
行
さ
せ
必
要
な
処

置
を
す
る
。
警
備
員
の
出
動
回

数
は
、
令
和
３
年
度
１
園
当
た

り
平
均
1.2
回
。
出
動
費
用
は
か

か
っ
て
い
な
い
。

自
動
通
話
録
音
機
給
付
事
業

問　
機
器
の
購
入
数
と
在
庫
数
、

都
の
補
助
金
内
容
は
。

答　
昨
年
度
ま
で
に
200
台
購
入
。

令
和
３
年
度
内
の
配
布
件
数
は

185
件
。
引
き
続
き
今
年
度
配
布

し
、
余
り
は
な
い
。
都
の
補
助

は
年
度
末
の
実
績
報
告
よ
り
補

助
金
申
請
す
る
。

職
員
の
時
間
外
勤
務

問　
時
間
外
勤
務
時
間
が
多
か

っ
た
職
場
の
要
因
は
。

答　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

関
係
で
時
間
外
勤
務
が
増
加
し

て
い
る
。
個
別
の
時
間
外
の
状

況
や
担
当
課
の
業
務
量
を
見
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

選
挙
に
つ
い
て

問　
投
票
済
証
明
書
の
工
夫
な

ど
、
投
票
率
向
上
へ
の
取
組
は
。

答　
他
の
自
治
体
の
取
組
を
、

引
き
続
き
調
査
研
究
し
て
い
く
。

問　
７
月
の
参
院
選
で
貼
り
出

さ
れ
た
全
国
比
例
区
の
名
前
が

小
さ
く
て
全
く
見
え
な
か
っ
た
。

対
策
は
あ
る
か
。

答　
他
の
自
治
体
で
も
同
じ
掲

示
物
を
使
っ
て
お
り
、
都
の
選

挙
管
理
委
員
会
等
も
含
め
て
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
事
業

問　
健
康
課
に
お
け
る
実
績
、

評
価
、
今
年
度
の
予
定
は
。

答　
ひ
い
ら
ぎ
に
お
い
て
、
令

和
３
年
度
か
ら
ペ
ア
レ
ン
ト
メ

ン
タ
ー
と
の
お
話
会
を
開
催
し
、

先
輩
マ
マ
の
方
の
話
を
直
接
聞

く
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。
参

加
者
か
ら
は
、
悩
ん
で
い
る
の

は
自
分
だ
け
で
は
な
い
と
思
っ

た
、
何
歳
に
な
っ
た
ら
何
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
の
か
を
聞
く

こ
と
が
で
き
て
希
望
が
持
て
た

な
ど
の
声
を
伺
っ
て
い
る
。
本

年
度
は
４
回
実
施
し
、
庁
内
職

員
を
対
象
に
し
た
事
業
も
実
施

し
た
。
引
き
続
き
、
子
ど
も
の

発
達
を
一
緒
に
考
え
、
地
域
の

中
で
育
む
と
い
う
セ
ン
タ
ー
の

基
本
方
針
に
基
づ
き
、
ペ
ア
レ

ン
ト
メ
ン
タ
ー
の
皆
様
と
の
連

携
体
制
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

問　
障
害
福
祉
課
に
お
け
る
実

績
、
評
価
、
今
年
度
の
予
定
は
。

答　
令
和
２
・
３
年
度
と
回
数

の
増
加
、
チ
ラ
シ
配
布
先
の
拡

充
な
ど
、
事
業
の
推
進
に
努
め

て
き
た
。
参
加
人
数
は
令
和
２

年
度
５
名
、
令
和
３
年
度
11
名

と
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
参

加
者
が
増
え
て
い
る
。
こ
の
事

業
は
、
同
じ
立
場
の
保
護
者
の

知
恵
袋
と
な
る
よ
う
な
相
談
の

場
所
と
い
う
ふ
う
に
認
識
し
て

い
る
。
今
後
も
様
々
な
工
夫
を

し
、
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り

た
い
。

意
思
疎
通
支
援
事
業

問　
手
話
通
訳
者
派
遣
の
要
件

は
。

答　
派
遣
の
要
件
は
、
通
院
、

銀
行
な
ど
の
手
続
、
学
校
の
保

護
者
会
等
、
日
常
生
活
の
中
で

必
要
な
際
に
派
遣
し
て
い
る
。

問　
派
遣
の
対
象
外
と
な
る
基

準
は
。

答　
市
民
の
日
常
生
活
と
は
言

え
な
い
場
合
、
呼
ば
れ
て
い
く

場
合
は
呼
ん
だ
受
入
れ
先
の
ほ

う
で
通
訳
を
手
配
す
る
よ
う
お

願
い
し
て
い
る
。
長
期
継
続
的

な
場
合
、
例
え
ば
学
校
の
授
業

な
ど
は
、
学
校
側
で
手
配
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

も
の
忘
れ
予
防
検
診

問　
事
業
の
概
要
と
評
価
は
。

答　
令
和
３
年
度
は
検
診
の
初

年
度
に
な
り
、
検
診
は
10
月
か

ら
２
月
ま
で
の
実
施
で
、
受
診

者
数
は
40
人
、
こ
の
う
ち
要
精

密
検
査
と
な
っ
た
方
は
19
人
。

早
期
発
見
、
早
期
対
応
に
効
果

が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

問　
今
後
の
課
題
は
。

答　
受
診
者
数
を
伸
ば
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
認
知
症
の
正

し
い
知
識
の
普
及
啓
発
、
も
の

忘
れ
予
防
検
診
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
の
周
知
を
さ
ら
に
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
つ

で
も
自
分
自
身
や
家
族
、
友
人

で
気
に
な
る
方
が
い
た
と
き
に

チ
ェ
ッ
ク
を
し
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
い
た
だ
け

る
よ
う
、
ポ
ス
タ
ー
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、

「
あ
る
こ
」、
様
々
な
活
動
場
所

等
で
周
知
を
図
り
、
受
診
に
つ

な
げ
て
い
く
。

問　
今
年
度
の
見
直
し
は
。

答　
課
内
で
の
検
討
の
ほ
か
、

認
知
症
検
診
事
業
検
討
会
で
検

討
し
た
。
医
師
会
の
協
力
に
よ

り
検
診
実
施
医
療
機
関
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
封

筒
を
開
け
て
中
身
を
確
認
し
や

す
い
よ
う
、
封
筒
の
表
に
い
こ

い
ー
な
の
イ
ラ
ス
ト
、
ま
ず
は

チ
ェ
ッ
ク
と
表
示
し
、
工
夫
し

た
。
他
に
も
検
診
期
間
の
見
直

し
、
チ
ラ
シ
配
布
先
の
拡
充
、

お
声
が
け
な
ど
、
力
を
入
れ
て

き
た
。

市
民
文
化
祭
と
誰
で
も
ピ
ア
ノ

問　
市
民
文
化
祭
の
令
和
３
年

度
の
内
容
と
評
価
は
。

答　
総
会
開
催
方
法
を
分
散
開

催
に
変
更
。
本
番
も
一
部
動
画

配
信
を
行
い
、
例
年
と
は
違
う

形
で
実
施
。
来
場
者
に
も
ご
協

力
い
た
だ
き
、
無
事
に
終
了
し

た
。
感
謝
し
て
い
る
。

問　
身
近
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

の
取
組
は
。

答　
市
民
文
化
祭
へ
の
皆
様
か

ら
の
反
応
よ
り
、
身
近
な
取
組

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
た
。

文
化
芸
術
に
触
れ
る
機
会
を
増

や
す
こ
と
を
目
的
に
、
こ
も
れ

び
ホ
ー
ル
の
ピ
ア
ノ
を
活
用
し

た
誰
で
も
ピ
ア
ノ
と
い
う
取
組

を
指
定
管
理
者
と
協
力
を
し
、

開
始
し
た
。

大
学
生
等
若
者
向
け
緊
急
食
料

支
援

問　
担
当
課
の
評
価
は
。

答　
食
料
支
援
を
通
じ
、
生
活

に
困
窮
し
た
際
の
相
談
窓
口
を

若
者
に
周
知
で
き
た
こ
と
、
そ

の
後
の
相
談
支
援
に
つ
な
が
っ

た
こ
と
な
ど
を
総
合
的
に
評
価

し
て
い
る
。

問　
支
援
に
当
た
っ
て
支
出
は

あ
る
か
。

答　
主
立
っ
た
コ
ス
ト
は
か
か

っ
て
い
な
い
。

駅
前
の
清
掃
・
老
朽
化
対
応
・

に
ぎ
わ
い
の
創
出

問　
駅
前
広
場
の
清
掃
状
況
と

老
朽
化
へ
の
対
応
は
。

答　
田
無
駅
北
口
と
保
谷
駅
南

口
の
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ

を
中
心
に
、
毎
日
水
拭
き
や
掃

き
掃
除
等
を
実
施
。
素
材
ご
と

の
清
掃
方
法
を
検
討
し
、
利
用

状
況
を
踏
ま
え
順
次
実
施
し
て

い
く
。
外
壁
は
、
薬
剤
、
塗
料

等
が
飛
散
し
な
い
よ
う
に
密
閉

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
足
場

の
設
置
等
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。
今
後
も
駅
前
歩
道
等
は
、

定
期
的
な
清
掃
に
加
え
、
各
駅

を
気
持
ち
よ
く
利
用
で
き
る
よ

う
適
切
な
清
掃
に
努
め
て
い
く
。

問　
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
南
口
の
駅

前
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
の
検
討

状
況
は
。

答　
野
菜
の
販
売
、
選
挙
関
係

の
啓
発
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
し
、

有
効
活
用
を
検
討
し
て
き
た
。

に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
向
け
て
は
、

市
民
の
声
を
聞
く
こ
と
が
一
番

大
事
で
あ
り
、
総
合
計
画
の
中

で
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
他
市
の
事
例
も
参
考
に

し
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
は
な
バ

ス
」

問　
運
行
状
況
に
関
す
る
、
地

域
公
共
交
通
会
議
で
の
議
論
内

容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答　
地
域
公
共
交
通
会
議
で
は
、

経
費
削
減
の
取
組
と
し
て
、
利

用
実
態
に
即
し
た
運
行
ダ
イ
ヤ

の
見
直
し
、
利
便
性
向
上
に
よ

る
運
送
収
入
の
確
保
を
目
的
と

し
た
バ
ス
停
の
新
設
な
ど
に
つ

い
て
協
議
を
行
っ
て
き
た
。
コ

ロ
ナ
後
の
市
民
の
行
動
変
容
に

よ
る
利
用
状
況
を
確
認
す
る
た

め
、
乗
降
調
査
を
実
施
し
、
現

在
集
計
を
行
っ
て
い
る
。
調
査

結
果
や
新
た
な
交
通
計
画
の
中

で
、
市
内
公
共
交
通
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
理
を
併
せ
て
検
討

し
て
い
く
。

問　
車
内
広
告
の
実
績
は
。

答　
運
送
雑
収
入
は
、
車
内
広

告
と
車
内
放
送
広
告
で
あ
り
、

令
和
３
年
度
は
81
万
７
千
500
円
。

本
年
度
は
約
89
万
円
の
見
込
み
。

広
告
の
掲
載
状
況
と
し
て
は
、

現
在
ほ
ぼ
満
枠
と
な
っ
て
い
る
。

学
校
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

問　
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
に
結
び
つ
け
る
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
利
用
方
法
と
は
。
ま
た
、

導
入
後
１
年
経
過
し
た
が
、
そ

の
評
価
と
今
後
の
活
用
は
。

答　
こ
れ
ま
で
本
市
は
様
々
チ

ャ
レ
ン
ジ
を
し
な
が
ら
タ
ブ
レ

ッ
ト
の
効
果
的
な
活
用
方
法
を

研
究
し
て
き
た
。
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
取
扱
い
方
に
つ
い
て
は
、
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
研
究

指
定
校
と
し
て
、
中
原
小
学
校

と
田
無
第
二
中
学
校
が
研
究
を

進
め
て
い
る
。
他
校
に
お
い
て

も
、
各
授
業
の
中
で
、
使
う
場

面
・
使
わ
な
い
場
面
を
子
ど
も

と
一
緒
に
考
え
る
よ
う
指
導
・

助
言
を
し
て
い
る
。
教
育
委
員

会
が
指
導
・
助
言
を
す
る
だ
け

で
な
く
、
指
導
課
長
や
統
括
指

導
主
事
等
が
学
校
に
行
き
、
状

況
を
確
認
し
、
適
切
な
ア
ド
バ

イ
ス
等
を
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

交
通
擁
護
員
と
通
学
路

問　
交
通
擁
護
員
の
配
置
箇
所

は
。

答　
令
和
２
年
度
は
69
か
所
、

令
和
３
年
度
は
68
か
所
で
、
１

か
所
の
減
。
こ
れ
は
中
原
小
学

校
移
転
に
伴
う
加
配
措
置
の
解

消
に
よ
る
。

問　
交
通
擁
護
員
と
通
学
路
合

同
点
検
と
の
関
連
性
は
。

答　
北
町
４
丁
目
の
箇
所
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
実
施
し
た
通

学
路
合
同
点
検
に
て
、
学
校
か

ら
の
点
検
箇
所
候
補
に
抽
出
さ

れ
て
い
る
。
交
通
擁
護
員
の
配

置
の
要
望
は
な
い
が
、
足
跡
マ

ー
ク
の
設
置
や
、
停
止
線
等
の

再
溶
着
の
要
望
を
頂
い
た
。

問　
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
所

有
者
へ
の
働
き
か
け
は
。

答　
市
長
部
局
・
教
育
委
員
会

の
通
学
路
合
同
点
検
の
結
果
等

も
共
有
し
、
戸
別
訪
問
等
を
し
、

所
有
者
に
安
全
対
策
の
必
要
性

に
つ
い
て
啓
発
活
動
等
を
行
っ

て
い
る
。

小
中
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化

問　
洋
式
化
の
ア
ン
ケ
ー
ト
と

今
後
の
方
向
性
は
。

答　
教
育
部
内
で
内
容
を
決
定

し
、
市
長
部
局
に
報
告
し
て
い

る
。
小
学
校
で
は
各
フ
ロ
ア
１

か
所
の
洋
式
化
を
考
え
て
い
る
。

中
学
校
で
は
成
長
過
程
で
柔
軟

な
対
応
が
で
き
る
た
め
、
全
て

洋
式
化
し
た
い
。

体
育
実
技
用
具
等
の
就
学
援
助

問　
援
助
内
容
の
検
討
状
況
は
。

答　
近
隣
自
治
体
の
状
況
等
も

調
査
し
、
検
討
し
て
い
く
。

修
学
旅
行

問　
修
学
旅
行
を
実
施
し
た
学

校
と
そ
う
で
な
い
学
校
が
あ
る
。

学
校
に
よ
っ
て
差
が
出
た
こ
と

に
つ
い
て
、
市
の
見
解
は
。

答　
当
初
の
計
画
か
ら
宿
泊
数

を
減
ら
し
、
場
所
を
変
更
す
る

な
ど
工
夫
し
た
。
各
学
校
で
差

が
で
き
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、

大
変
申
し
訳
な
か
っ
た
。

不
登
校
児
童
へ
の
寄
り
添
い

問　
学
校
に
来
た
り
来
な
か
っ

た
り
と
い
う
子
ど
も
へ
の
組
織

的
な
対
応
は
。

答　
担
任
、
養
護
教
諭
な
ど
が

児
童
生
徒
の
欠
席
な
ど
に
対
し

て
の
理
由
や
状
況
を
把
握
し
、

不
登
校
の
予
兆
が
あ
る
場
合
な

ど
に
は
児
童
生
徒
一
人
一
人
の

状
況
に
応
じ
て
対
応
し
て
い
る
。

ま
た
、
欠
席
が
続
く
背
景
を
校

内
で
検
討
し
、
児
童
生
徒
及
び

保
護
者
に
対
し
て
適
切
な
関
わ

り
方
を
組
織
的
に
行
う
と
と
も

に
、
必
要
に
応
じ
て
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
と
連
携
し

て
、
児
童
生
徒
の
心
に
寄
り
添

い
、
早
期
の
対
応
に
努
め
て
い

る
。

る
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
に

至
ら
な
い
条
件
を
解
決
し
て
い

く
こ
と
を
優
先
し
て
調
整
し
た

上
で
、
速
や
か
に
実
行
し
て
い

く
べ
き
。

意
見　
本
市
の
予
算
特
別
委
員

会
は
、
正
副
議
長
を
除
く
全
議

員
が
委
員
と
な
っ
て
い
る
が
、

他
市
で
は
、
委
員
会
に
よ
っ
て

は
全
議
員
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
も
聞
い
て
い
る
。
審
査
日
数

や
質
疑
時
間
を
考
え
る
と
、
今

の
段
階
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

中
継
で
全
委
員
が
質
問
を
す
る

の
は
難
し
い
。

意
見　
今
は
委
員
会
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
中
継
の
議
論
の
さ
な

か
で
、
常
任
委
員
会
の
中
継
の

試
行
を
し
て
い
る
段
階
だ
と
考

え
て
い
る
。
引
き
続
き
精
力
的

に
、
全
会
一
致
で
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
中
継
が
で
き
る
前
提
条
件

を
議
論
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

  【
結
果
】
賛
成
全
員
で「
質
疑

時
間
等
を
は
じ
め
と
し
た
課
題

を
解
決
し
、
予
算
・
決
算
特
別

委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中

継
の
早
期
実
施
に
取
り
組
む
。」

と
の
意
見
を
付
し
、
趣
旨
採
択

「
西
東
京
市
議
会
の
予
算
特
別

委
員
会
・
決
算
特
別
委
員
会
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
の
実
現

を
求
め
る
陳
情
」

【
趣
旨
】
予
算
特
別
委
員
会
・

決
算
特
別
委
員
会
を
常
任
委
員

会
と
同
様
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

中
継
を
求
め
る
も
の
。

【
主
な
意
見
】

意
見　
基
本
的
に
は
賛
成
だ
が
、

現
行
の
予
算
特
別
委
員
会
の
一

般
会
計
当
初
予
算
の
審
査
日
数

が
６
日
間
、
議
員
一
人
の
持
ち

時
間
120
分
で
は
明
ら
か
に
時
間

が
足
り
ず
、
誰
か
が
質
疑
が
で

き
な
い
と
い
う
不
公
平
な
状
況

に
あ
る
。
全
員
が
公
平
に
質
疑

時
間
を
持
て
る
よ
う
に
調
整
を

し
た
上
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

中
継
を
す
る
べ
き
。

意
見　
こ
れ
ま
で
も
質
疑
時
間

が
大
き
な
問
題
に
な
り
、
そ
の

中
で
、
会
派
持
ち
時
間
制
な
ど
、

皆
さ
ん
の
総
意
で
少
し
ず
つ
変

え
て
き
た
の
で
、
今
回
も
そ
の

よ
う
に
や
っ
て
い
け
ば
時
間
を

き
ち
ん
と
整
理
で
き
る
。
こ
れ

ら
が
解
決
す
れ
ば
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
中
継
に
は
反
対
で
は
な
い
。

意
見　
常
任
委
員
会
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
中
継
が
始
ま
っ
て
い

る
が
、
こ
ち
ら
は
今
も
試
行
実

施
で
あ
り
、
一
度
、
議
会
運
営

委
員
会
で
検
証
を
し
て
、
そ
の

中
で
予
算
・
決
算
特
別
委
員
会

に
つ
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中

継
を
や
っ
て
い
く
か
検
討
す
べ

き
。

意
見　
現
在
課
題
と
な
っ
て
い

下
野
谷
遺
跡
の
整
備

問　
整
備
後
の
市
民
か
ら
の
評

価
は
。

答　
ト
イ
レ
棟
の
近
隣
住
民
か

ら
は
、
便
利
に
な
っ
た
、
き
れ

い
に
使
わ
れ
て
い
る
、
安
全
面

対
策
を
し
て
ほ
し
い
な
ど
の
意

見
を
頂
い
て
い
る
。

問　
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
整
備

状
況
は
。

答　
史
跡
下
野
谷
遺
跡
整
備
基

本
計
画
に
て
、
下
野
谷
遺
跡
の

展
示
や
解
説
だ
け
で
な
く
、
史

跡
の
管
理
等
、
市
民
活
動
の
拠

点
に
な
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
を

史
跡
整
備
の
一
環
と
し
て
設
置

す
る
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
。
今

後
、
場
所
・
時
期
等
も
含
め
、

具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
い
く
。

公
民
館
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化

問　
進
行
状
況
は
。

答　
本
年
３
月
末
現
在
、
公
民

館
６
館
全
体
の
洋
式
化
率
は
約

90
％
。

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
認
定

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
認
定

◆
駐
車
場
事
業
特
別
会
計

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
認
定

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
認
定

◆
下
水
道
事
業
会
計

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
認
定

　
議
案
や
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
は
、
原
則
と

し
て
所
管
の
常
任
委
員
会
等
で
審
査
を
行
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
第
３
回
定
例
会
に
お
け
る
議
会
運
営
委
員
会
で

の
主
な
審
査
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
審
査
内
容
の
詳
細
は
会
議
録
に
掲
載
し
ま
す
。

議
会
運
営
委
員
会
の
審
査
か
ら

議
会
運
営
委
員
会

西東京市
Nishitokyo City
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※1 議長は採決に加われないため、採決時は９名　※2 日本共産党西東京市議団１名欠席　※3 立憲フォーラム１名欠席

補
正

予
算

補
正
予
算（
４
年
度
）

決
算（
３
年
度
）

条
例
改
正

議
員
提
出

議
案

無
所
属
④（
１
）

無
所
属
③（
１
）

無
所
属
②（
１
）

無
所
属
①（
１
）

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
２
）

立
憲
フ
ォ
ー
ラ
ム（
２
）

日
本
共
産
党
西
東
京
市
議
団（
４
）

西
東
京
市
議
会
公
明
党（
５
）

自
由
民
主
党
西
東
京
市
議
団（
10
）※

１

可
決

可
決

認
定

可
決

賛成全員

賛成全員
※2

賛成全員
※2

賛成全員
※2

賛成全員

賛成全員

会　　派
(  ) は所属議員数

件　　名

議員名については１面
をご参照ください

第３回臨時会

第３回定例会

可
決
否
決╳ ╳ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ 　 ○ ○ ○ ╳ ○ ○

○ ○ ╳ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ╳ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ╳ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ╳ ╳

・一般会計（第６号）
・一般会計（第７号）
・一般会計（第８号）
・国民健康保険特別会計補正予算（第１号 )
・駐車場事業特別会計補正予算（第１号 )
・介護保険特別会計補正予算（第１号）
・後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号 )
・一般会計
・国民健康保険特別会計
・駐車場事業特別会計
・介護保険特別会計
・後期高齢者医療特別会計
・下水道事業会計
・個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例
・人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部を改正す
る条例
・職員の懲戒の手続及び効果に関する条例の一部を改正する条例
・職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例
・職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正す
る条例
・職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例
・職員の公益的法人等への派遣等に関する条例の一部を改正す
る条例

・外国の地方公共団体の機関等に派遣される職員の処遇等に関
する条例の一部を改正する条例

・一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
・職員退職手当支給条例の一部を改正する条例
・市税条例等の一部を改正する条例
・子供の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例
・手数料条例の一部を改正する条例
・議会議員及び西東京市長の選挙における選挙運動の公費負担
に関する条例の一部を改正する条例
・子育て支援に対する財源等の確保を求める意見書
・学校給食費の無償化を求める意見書
・安倍晋三元首相の国葬の中止を求める意見書

・一般会計（第５号）

審議件数 可決・採択
※1 継続否決・不採択

市長提出議案※2 28（1） 28（1） ０ ０
 条例 14 14 ０ ０
 予算※2  8（1）  8（1） ０ ０
 決算  6  6 ０ ０ 
議員提出議案  3  2 １ ０
陳情  6  1 ３ ２

※1「可決･採択」には、認定、趣旨採択を含んでいます。
　　 趣旨採択…陳情事項の趣旨は賛成だが、その一部の実現が困難と思われる場合に行う意思決定
※2  件数は、臨時会と定例会の合計で、括弧内は臨時会の件数です。

○
※2

※3

╳
※2

◆
一
般
会
計

【
主
な
質
疑
】

持
続
可
能
な
自
治
体
運
営

問　
市
の
考
え
方
は
。

答　
次
世
代
へ
の
責
任
あ
る
選

択
の
考
え
に
基
づ
き
臨
時
財
政

対
策
債
を
中
心
と
し
た
公
債
費

管
理
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、

予
算
の
執
行
管
理
の
徹
底
と
行

財
政
改
革
の
取
組
を
進
め
る
こ

と
で
行
政
基
盤
の
強
化
を
図
り
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
と
行
政
運
営
の

両
面
で
バ
ラ
ン
ス
感
の
あ
る
市

政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

財
政
調
整
基
金

問　
残
高
と
一
定
額
を
確
保
し

た
上
で
の
活
用
は
。

答　
前
年
度
比
５
億
４
千
万
円
、

16
％
増
の
39
億
１
千
300
万
円
の

残
高
。
行
財
政
改
革
大
綱
の
評

価
指
標
で
あ
る
標
準
財
政
規
模

の
10
％
の
目
標
に
近
づ
い
て
い

る
。
本
市
の
財
政
調
整
基
金
残

高
は
回
復
傾
向
・
比
較
的
安
定

し
た
状
況
に
あ
る
が
、
都
内
の

26
市
の
水
準
に
は
ま
だ
至
っ
て

い
な
い
。
安
定
し
た
財
政
運
営

を
行
う
た
め
、
残
高
の
確
保
に

留
意
を
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
や
原
油
価
格
・
物

価
高
騰
へ
の
対
応
を
含
め
必
要

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
の
活
用
も

図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

公
共
施
設
の
警
備

問　
警
備
状
況
は
。
機
械
警
備

に
よ
る
警
備
員
出
動
数
と
そ
の

料
金
は
。

答　
庁
舎
は
、
施
設
内
の
定
期

的
な
巡
回
等
を
行
っ
て
い
る
。

保
育
園
で
は
、
機
械
警
備
で
、

侵
入
、
火
災
、
停
電
。
警
報
機

器
を
設
置
し
、
異
常
を
感
知
し

た
際
に
は
、
担
当
職
員
を
当
該

保
育
園
に
急
行
さ
せ
必
要
な
処

置
を
す
る
。
警
備
員
の
出
動
回

数
は
、
令
和
３
年
度
１
園
当
た

り
平
均
1.2
回
。
出
動
費
用
は
か

か
っ
て
い
な
い
。

自
動
通
話
録
音
機
給
付
事
業

問　
機
器
の
購
入
数
と
在
庫
数
、

都
の
補
助
金
内
容
は
。

答　
昨
年
度
ま
で
に
200
台
購
入
。

令
和
３
年
度
内
の
配
布
件
数
は

185
件
。
引
き
続
き
今
年
度
配
布

し
、
余
り
は
な
い
。
都
の
補
助

は
年
度
末
の
実
績
報
告
よ
り
補

助
金
申
請
す
る
。

職
員
の
時
間
外
勤
務

問　
時
間
外
勤
務
時
間
が
多
か

っ
た
職
場
の
要
因
は
。

答　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

関
係
で
時
間
外
勤
務
が
増
加
し

て
い
る
。
個
別
の
時
間
外
の
状

況
や
担
当
課
の
業
務
量
を
見
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

選
挙
に
つ
い
て

問　
投
票
済
証
明
書
の
工
夫
な

ど
、
投
票
率
向
上
へ
の
取
組
は
。

答　
他
の
自
治
体
の
取
組
を
、

引
き
続
き
調
査
研
究
し
て
い
く
。

問　
７
月
の
参
院
選
で
貼
り
出

さ
れ
た
全
国
比
例
区
の
名
前
が

小
さ
く
て
全
く
見
え
な
か
っ
た
。

対
策
は
あ
る
か
。

答　
他
の
自
治
体
で
も
同
じ
掲

示
物
を
使
っ
て
お
り
、
都
の
選

挙
管
理
委
員
会
等
も
含
め
て
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
事
業

問　
健
康
課
に
お
け
る
実
績
、

評
価
、
今
年
度
の
予
定
は
。

答　
ひ
い
ら
ぎ
に
お
い
て
、
令

和
３
年
度
か
ら
ペ
ア
レ
ン
ト
メ

ン
タ
ー
と
の
お
話
会
を
開
催
し
、

先
輩
マ
マ
の
方
の
話
を
直
接
聞

く
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。
参

加
者
か
ら
は
、
悩
ん
で
い
る
の

は
自
分
だ
け
で
は
な
い
と
思
っ

た
、
何
歳
に
な
っ
た
ら
何
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
の
か
を
聞
く

こ
と
が
で
き
て
希
望
が
持
て
た

な
ど
の
声
を
伺
っ
て
い
る
。
本

年
度
は
４
回
実
施
し
、
庁
内
職

員
を
対
象
に
し
た
事
業
も
実
施

し
た
。
引
き
続
き
、
子
ど
も
の

発
達
を
一
緒
に
考
え
、
地
域
の

中
で
育
む
と
い
う
セ
ン
タ
ー
の

基
本
方
針
に
基
づ
き
、
ペ
ア
レ

ン
ト
メ
ン
タ
ー
の
皆
様
と
の
連

携
体
制
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

問　
障
害
福
祉
課
に
お
け
る
実

績
、
評
価
、
今
年
度
の
予
定
は
。

答　
令
和
２
・
３
年
度
と
回
数

の
増
加
、
チ
ラ
シ
配
布
先
の
拡

充
な
ど
、
事
業
の
推
進
に
努
め

て
き
た
。
参
加
人
数
は
令
和
２

年
度
５
名
、
令
和
３
年
度
11
名

と
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
参

加
者
が
増
え
て
い
る
。
こ
の
事

業
は
、
同
じ
立
場
の
保
護
者
の

知
恵
袋
と
な
る
よ
う
な
相
談
の

場
所
と
い
う
ふ
う
に
認
識
し
て

い
る
。
今
後
も
様
々
な
工
夫
を

し
、
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り

た
い
。

意
思
疎
通
支
援
事
業

問　
手
話
通
訳
者
派
遣
の
要
件

は
。

答　
派
遣
の
要
件
は
、
通
院
、

銀
行
な
ど
の
手
続
、
学
校
の
保

護
者
会
等
、
日
常
生
活
の
中
で

必
要
な
際
に
派
遣
し
て
い
る
。

問　
派
遣
の
対
象
外
と
な
る
基

準
は
。

答　
市
民
の
日
常
生
活
と
は
言

え
な
い
場
合
、
呼
ば
れ
て
い
く

場
合
は
呼
ん
だ
受
入
れ
先
の
ほ

う
で
通
訳
を
手
配
す
る
よ
う
お

願
い
し
て
い
る
。
長
期
継
続
的

な
場
合
、
例
え
ば
学
校
の
授
業

な
ど
は
、
学
校
側
で
手
配
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

も
の
忘
れ
予
防
検
診

問　
事
業
の
概
要
と
評
価
は
。

答　
令
和
３
年
度
は
検
診
の
初

年
度
に
な
り
、
検
診
は
10
月
か

ら
２
月
ま
で
の
実
施
で
、
受
診

者
数
は
40
人
、
こ
の
う
ち
要
精

密
検
査
と
な
っ
た
方
は
19
人
。

早
期
発
見
、
早
期
対
応
に
効
果

が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

問　
今
後
の
課
題
は
。

答　
受
診
者
数
を
伸
ば
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
認
知
症
の
正

し
い
知
識
の
普
及
啓
発
、
も
の

忘
れ
予
防
検
診
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
の
周
知
を
さ
ら
に
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
つ

で
も
自
分
自
身
や
家
族
、
友
人

で
気
に
な
る
方
が
い
た
と
き
に

チ
ェ
ッ
ク
を
し
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
い
た
だ
け

る
よ
う
、
ポ
ス
タ
ー
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、

「
あ
る
こ
」、
様
々
な
活
動
場
所

等
で
周
知
を
図
り
、
受
診
に
つ

な
げ
て
い
く
。

問　
今
年
度
の
見
直
し
は
。

答　
課
内
で
の
検
討
の
ほ
か
、

認
知
症
検
診
事
業
検
討
会
で
検

討
し
た
。
医
師
会
の
協
力
に
よ

り
検
診
実
施
医
療
機
関
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
封

筒
を
開
け
て
中
身
を
確
認
し
や

す
い
よ
う
、
封
筒
の
表
に
い
こ

い
ー
な
の
イ
ラ
ス
ト
、
ま
ず
は

チ
ェ
ッ
ク
と
表
示
し
、
工
夫
し

た
。
他
に
も
検
診
期
間
の
見
直

し
、
チ
ラ
シ
配
布
先
の
拡
充
、

お
声
が
け
な
ど
、
力
を
入
れ
て

き
た
。

市
民
文
化
祭
と
誰
で
も
ピ
ア
ノ

問　
市
民
文
化
祭
の
令
和
３
年

度
の
内
容
と
評
価
は
。

答　
総
会
開
催
方
法
を
分
散
開

催
に
変
更
。
本
番
も
一
部
動
画

配
信
を
行
い
、
例
年
と
は
違
う

形
で
実
施
。
来
場
者
に
も
ご
協

力
い
た
だ
き
、
無
事
に
終
了
し

た
。
感
謝
し
て
い
る
。

問　
身
近
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

の
取
組
は
。

答　
市
民
文
化
祭
へ
の
皆
様
か

ら
の
反
応
よ
り
、
身
近
な
取
組

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
た
。

文
化
芸
術
に
触
れ
る
機
会
を
増

や
す
こ
と
を
目
的
に
、
こ
も
れ

び
ホ
ー
ル
の
ピ
ア
ノ
を
活
用
し

た
誰
で
も
ピ
ア
ノ
と
い
う
取
組

を
指
定
管
理
者
と
協
力
を
し
、

開
始
し
た
。

大
学
生
等
若
者
向
け
緊
急
食
料

支
援

問　
担
当
課
の
評
価
は
。

答　
食
料
支
援
を
通
じ
、
生
活

に
困
窮
し
た
際
の
相
談
窓
口
を

若
者
に
周
知
で
き
た
こ
と
、
そ

の
後
の
相
談
支
援
に
つ
な
が
っ

た
こ
と
な
ど
を
総
合
的
に
評
価

し
て
い
る
。

問　
支
援
に
当
た
っ
て
支
出
は

あ
る
か
。

答　
主
立
っ
た
コ
ス
ト
は
か
か

っ
て
い
な
い
。

駅
前
の
清
掃
・
老
朽
化
対
応
・

に
ぎ
わ
い
の
創
出

問　
駅
前
広
場
の
清
掃
状
況
と

老
朽
化
へ
の
対
応
は
。

答　
田
無
駅
北
口
と
保
谷
駅
南

口
の
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ

を
中
心
に
、
毎
日
水
拭
き
や
掃

き
掃
除
等
を
実
施
。
素
材
ご
と

の
清
掃
方
法
を
検
討
し
、
利
用

状
況
を
踏
ま
え
順
次
実
施
し
て

い
く
。
外
壁
は
、
薬
剤
、
塗
料

等
が
飛
散
し
な
い
よ
う
に
密
閉

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
足
場

の
設
置
等
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。
今
後
も
駅
前
歩
道
等
は
、

定
期
的
な
清
掃
に
加
え
、
各
駅

を
気
持
ち
よ
く
利
用
で
き
る
よ

う
適
切
な
清
掃
に
努
め
て
い
く
。

問　
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
南
口
の
駅

前
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
の
検
討

状
況
は
。

答　
野
菜
の
販
売
、
選
挙
関
係

の
啓
発
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
し
、

有
効
活
用
を
検
討
し
て
き
た
。

に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
向
け
て
は
、

市
民
の
声
を
聞
く
こ
と
が
一
番

大
事
で
あ
り
、
総
合
計
画
の
中

で
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
他
市
の
事
例
も
参
考
に

し
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
は
な
バ

ス
」

問　
運
行
状
況
に
関
す
る
、
地

域
公
共
交
通
会
議
で
の
議
論
内

容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答　
地
域
公
共
交
通
会
議
で
は
、

経
費
削
減
の
取
組
と
し
て
、
利

用
実
態
に
即
し
た
運
行
ダ
イ
ヤ

の
見
直
し
、
利
便
性
向
上
に
よ

る
運
送
収
入
の
確
保
を
目
的
と

し
た
バ
ス
停
の
新
設
な
ど
に
つ

い
て
協
議
を
行
っ
て
き
た
。
コ

ロ
ナ
後
の
市
民
の
行
動
変
容
に

よ
る
利
用
状
況
を
確
認
す
る
た

め
、
乗
降
調
査
を
実
施
し
、
現

在
集
計
を
行
っ
て
い
る
。
調
査

結
果
や
新
た
な
交
通
計
画
の
中

で
、
市
内
公
共
交
通
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
理
を
併
せ
て
検
討

し
て
い
く
。

問　
車
内
広
告
の
実
績
は
。

答　
運
送
雑
収
入
は
、
車
内
広

告
と
車
内
放
送
広
告
で
あ
り
、

令
和
３
年
度
は
81
万
７
千
500
円
。

本
年
度
は
約
89
万
円
の
見
込
み
。

広
告
の
掲
載
状
況
と
し
て
は
、

現
在
ほ
ぼ
満
枠
と
な
っ
て
い
る
。

学
校
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

問　
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
に
結
び
つ
け
る
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
利
用
方
法
と
は
。
ま
た
、

導
入
後
１
年
経
過
し
た
が
、
そ

の
評
価
と
今
後
の
活
用
は
。

答　
こ
れ
ま
で
本
市
は
様
々
チ

ャ
レ
ン
ジ
を
し
な
が
ら
タ
ブ
レ

ッ
ト
の
効
果
的
な
活
用
方
法
を

研
究
し
て
き
た
。
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
取
扱
い
方
に
つ
い
て
は
、
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
研
究

指
定
校
と
し
て
、
中
原
小
学
校

と
田
無
第
二
中
学
校
が
研
究
を

進
め
て
い
る
。
他
校
に
お
い
て

も
、
各
授
業
の
中
で
、
使
う
場

面
・
使
わ
な
い
場
面
を
子
ど
も

と
一
緒
に
考
え
る
よ
う
指
導
・

助
言
を
し
て
い
る
。
教
育
委
員

会
が
指
導
・
助
言
を
す
る
だ
け

で
な
く
、
指
導
課
長
や
統
括
指

導
主
事
等
が
学
校
に
行
き
、
状

況
を
確
認
し
、
適
切
な
ア
ド
バ

イ
ス
等
を
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

交
通
擁
護
員
と
通
学
路

問　
交
通
擁
護
員
の
配
置
箇
所

は
。

答　
令
和
２
年
度
は
69
か
所
、

令
和
３
年
度
は
68
か
所
で
、
１

か
所
の
減
。
こ
れ
は
中
原
小
学

校
移
転
に
伴
う
加
配
措
置
の
解

消
に
よ
る
。

問　
交
通
擁
護
員
と
通
学
路
合

同
点
検
と
の
関
連
性
は
。

答　
北
町
４
丁
目
の
箇
所
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
実
施
し
た
通

学
路
合
同
点
検
に
て
、
学
校
か

ら
の
点
検
箇
所
候
補
に
抽
出
さ

れ
て
い
る
。
交
通
擁
護
員
の
配

置
の
要
望
は
な
い
が
、
足
跡
マ

ー
ク
の
設
置
や
、
停
止
線
等
の

再
溶
着
の
要
望
を
頂
い
た
。

問　
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
所

有
者
へ
の
働
き
か
け
は
。

答　
市
長
部
局
・
教
育
委
員
会

の
通
学
路
合
同
点
検
の
結
果
等

も
共
有
し
、
戸
別
訪
問
等
を
し
、

所
有
者
に
安
全
対
策
の
必
要
性

に
つ
い
て
啓
発
活
動
等
を
行
っ

て
い
る
。

小
中
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化

問　
洋
式
化
の
ア
ン
ケ
ー
ト
と

今
後
の
方
向
性
は
。

答　
教
育
部
内
で
内
容
を
決
定

し
、
市
長
部
局
に
報
告
し
て
い

る
。
小
学
校
で
は
各
フ
ロ
ア
１

か
所
の
洋
式
化
を
考
え
て
い
る
。

中
学
校
で
は
成
長
過
程
で
柔
軟

な
対
応
が
で
き
る
た
め
、
全
て

洋
式
化
し
た
い
。

体
育
実
技
用
具
等
の
就
学
援
助

問　
援
助
内
容
の
検
討
状
況
は
。

答　
近
隣
自
治
体
の
状
況
等
も

調
査
し
、
検
討
し
て
い
く
。

修
学
旅
行

問　
修
学
旅
行
を
実
施
し
た
学

校
と
そ
う
で
な
い
学
校
が
あ
る
。

学
校
に
よ
っ
て
差
が
出
た
こ
と

に
つ
い
て
、
市
の
見
解
は
。

答　
当
初
の
計
画
か
ら
宿
泊
数

を
減
ら
し
、
場
所
を
変
更
す
る

な
ど
工
夫
し
た
。
各
学
校
で
差

が
で
き
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、

大
変
申
し
訳
な
か
っ
た
。

不
登
校
児
童
へ
の
寄
り
添
い

問　
学
校
に
来
た
り
来
な
か
っ

た
り
と
い
う
子
ど
も
へ
の
組
織

的
な
対
応
は
。

答　
担
任
、
養
護
教
諭
な
ど
が

児
童
生
徒
の
欠
席
な
ど
に
対
し

て
の
理
由
や
状
況
を
把
握
し
、

不
登
校
の
予
兆
が
あ
る
場
合
な

ど
に
は
児
童
生
徒
一
人
一
人
の

状
況
に
応
じ
て
対
応
し
て
い
る
。

ま
た
、
欠
席
が
続
く
背
景
を
校

内
で
検
討
し
、
児
童
生
徒
及
び

保
護
者
に
対
し
て
適
切
な
関
わ

り
方
を
組
織
的
に
行
う
と
と
も

に
、
必
要
に
応
じ
て
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
と
連
携
し

て
、
児
童
生
徒
の
心
に
寄
り
添

い
、
早
期
の
対
応
に
努
め
て
い

る
。

（
令
和
４
年
７
月
〜
９
月
）

会
議
の
開
催
状
況

19
日　
議
会
運
営
委
員
会

21
日　
広
報
委
員
会

22
日　
第
３
回
臨
時
会・本
会
議

（
議
案
上
程
〜
付
託
、委
員

会
審
査
報
告
〜
議
決
、報

告
）、予
算
特
別
委
員
会

（
正
副
委
員
長
互
選
）、議

会
運
営
委
員
会

３
日　
広
報
委
員
会

24
日　
議
会
運
営
委
員
会

29
日　
第
３
回
定
例
会・本
会
議

（
議
案
等
上
程
〜
付
託
、委

員
会
審
査
報
告
〜
議
決
）、

予
算
特
別
委
員
会（
正
副

委
員
長
互
選
）、議
会
運
営

委
員
会
、広
報
委
員
会

30
日　
本
会
議（
一
般
質
問
）

31
日　
本
会
議（
一
般
質
問
）

　
１
日　
本
会
議（
一
般
質
問
）

２
日　
議
会
運
営
委
員
会
、本
会

議（
一
般
質
問
、議
案
上
程

〜
付
託
）、決
算
特
別
委
員

会（
正
副
委
員
長
互
選
）

５
日　
企
画
総
務
委
員
会

　
　
　
文
教
厚
生
委
員
会

６
日　
建
設
環
境
委
員
会

７
日　
予
算
特
別
委
員
会

８
日　
予
算
特
別
委
員
会

９
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
会
派
代
表
者
会
議

14
日　
議
会
運
営
委
員
会
、本
会

議（
委
員
会
審
査
報
告
、議

員
提
出
議
案
上
程
〜
議
決
、

諮
問
、報
告
）、文
教
厚
生

委
員
会

15
日　
決
算
特
別
委
員
会

16
日　
決
算
特
別
委
員
会

20
日　
決
算
特
別
委
員
会

21
日　
決
算
特
別
委
員
会

22
日　
決
算
特
別
委
員
会

27
日　
議
会
運
営
委
員
会
、本
会

議（
委
員
会
審
査
報
告
〜

議
決
、陳
情
上
程
〜
付
託
）

会議名 冊　子
・情報公開コーナー
・議会図書室
・市内図書館

・情報公開コーナー
・議会図書室

・本会議

・常任委員会
・議会運営委員会

・予算特別委員会
・決算特別委員会

ホームページ

11月下旬11月中旬

12月下旬12月中旬

議
員
就
任
時
の
議
会
報
編
集

委
員
会
か
ら
継
続
し
て
市
議
会

だ
よ
り
の
編
集
に
関
わ
っ
て
き

ま
し
た
が
、
こ
の
度
初
め
て
編

集
後
記
の
執
筆
を
す
る
こ
と
に

な
り
、
感
無
量
で
す
。

こ
れ
ま
で
様
々
な
場
面
が
あ

り
ま
し
た
が
、
本
会
議
や
常
任

委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中

継
の
導
入
、
市
議
会
だ
よ
り
の

写
真
入
り
一
般
質
問
報
告
の
実

現
な
ど
を
経
て
、
開
か
れ
た
議

会
の
重
要
性
が
共
通
認
識
と
し

て
各
議
員
に
根
付
い
て
い
っ
た

状
況
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

開
か
れ
た
議
会
の
根
幹
に
あ

る
市
議
会
だ
よ
り
も
、
も
っ
と

未
来
志
向
で
改
革
し
て
い
け
る

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
Ｎ
）

○
西
東
京
市
議
会
の
予
算
特
別

委
員
会
・
決
算
特
別
委
員
会

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
の

実
現
を
求
め
る
陳
情

（
議
会
運
営
）

○
西
東
京
市
の
国
民
健
康
保
険

料
「
均
等
割
」
半
減
対
象
を

小
学
６
年
生
ま
で
広
げ
る
こ

と
を
求
め
る
陳
情（文

教
厚
生
）

○（
仮
称
）
西
東
京
市
緑
町
計

画　
新
築
工
事
に
関
す
る
陳

情

■
第
４
回
定
例
会
は
令
和
４
年

11
月
18
日（
金
）か
ら
開
催
予
定

　
詳
細
は
、
決
ま
り
次
第
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
定
例
会
開
催
予
定
日
に
変
更

が
あ
る
場
合
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の
全

面
解
決
へ
、
ア
ス
ベ
ス
ト
建

材
製
造
企
業
の
基
金
拠
出
等
、

「
特
定
石
綿
被
害
建
設
業
務

労
働
者
等
に
対
す
る
給
付
金

等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
」

の
改
正
を
求
め
る
国
へ
の
意

見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

（
以
上
、
建
設
環
境
）

○
西
東
京
市
役
所
の
業
務
改
善

に
関
す
る
陳
情　（

企
画
総
務
）

○
性
の
多
様
性
に
つ
い
て
理
解

し
尊
重
し
た
ま
ち
で
あ
る
と

の
宣
言
を
求
め
る
陳
情

（
文
教
厚
生
）

下
野
谷
遺
跡
の
整
備

問　
整
備
後
の
市
民
か
ら
の
評

価
は
。

答　
ト
イ
レ
棟
の
近
隣
住
民
か

ら
は
、
便
利
に
な
っ
た
、
き
れ

い
に
使
わ
れ
て
い
る
、
安
全
面

対
策
を
し
て
ほ
し
い
な
ど
の
意

見
を
頂
い
て
い
る
。

問　
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
整
備

状
況
は
。

答　
史
跡
下
野
谷
遺
跡
整
備
基

本
計
画
に
て
、
下
野
谷
遺
跡
の

展
示
や
解
説
だ
け
で
な
く
、
史

跡
の
管
理
等
、
市
民
活
動
の
拠

点
に
な
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
を

史
跡
整
備
の
一
環
と
し
て
設
置

す
る
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
。
今

後
、
場
所
・
時
期
等
も
含
め
、

具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
い
く
。

公
民
館
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化

問　
進
行
状
況
は
。

答　
本
年
３
月
末
現
在
、
公
民

館
６
館
全
体
の
洋
式
化
率
は
約

90
％
。

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
認
定

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
認
定

◆
駐
車
場
事
業
特
別
会
計

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
認
定

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
認
定

◆
下
水
道
事
業
会
計

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
認
定

７
月

９
月

８
月

■会議録の公開予定

編
集
後
記

陳
情
の
結
果

（　

）
は
付
託
委
員
会

趣
旨
採
択

不
採
択

継
続
審
査

次
回
定
例
会
の
お
知
ら
せ

〇賛成  ×反対第 3回臨時会・第３回定例会 議案の議決結果一覧

現議員の任期満了に伴う市議会議員選
挙は令和４年12月25日（日）に投開票が
行われます。

西東京市議会議員選挙は
令和４年12月25日（日）です

西東京市
Nishitokyo City

令和4年（2022年）11月15日 第98号11



第１回臨時会 1/31～2/5 6日 議会人事

第１回定例会 2/25～3/27 31日 平成31年度・令和元年度予算

第２回定例会 6/7～6/25 19日

第２回臨時会 7/10 1日 工事請負契約の締結

第３回定例会 8/30～9/30 32日 平成30年度決算

第４回定例会 11/29～12/13 15日

第１回定例会 2/28～3/27 29日 令和２年度予算

第２回臨時会 5/22 1日 経済・生活支援、感染拡大防止

第２回定例会 6/3～6/23 21日

第３回臨時会 7/31 1日 経済・生活支援

第３回定例会 8/28～10/1 35日 平成31年度・令和元年度決算

第４回定例会 11/27～12/15 19日

第１回臨時会 1/18 1日 ワクチン接種、地域経済支援

第２回臨時会 2/26～3/5 8日 条例改正

第１回定例会 3/8～3/30 23日 令和３年度暫定予算

第２回定例会 5/28～6/22 26日 令和３年度予算

第３回臨時会 7/19 1日 ワクチン接種、条例改正

第３回定例会 8/27～9/27 32日 令和２年度決算

第５回臨時会 11/30 1日 条例改正

第４回定例会 12/3～12/21 19日

第１回臨時会 1/19 1日 ワクチン接種、生活支援

第１回定例会 2/25～3/28 32日 令和４年度予算

第２回臨時会 4/25 1日 ワクチン接種

第２回定例会 6/3～6/21 19日

第３回臨時会 7/22 1日 ワクチン接種、生活者・事業者支援

第３回定例会 8/29～8/27 30日 令和３年度決算

第４回臨時会 10/18 1日 ワクチン接種、生活者・事業者支援

第５回臨時会 11/４ 1日

第４回定例会 11/18～（予定）       未定  

年 議会 会期 備考

平
成
31
年

令
和
元
年

令
和
２
年

令
和
３
年

令
和
４
年

第１回臨時会 5/8 1日
緊急経済対策、
子育て世帯への給付金、条例改正

ワクチン接種、感染拡大防止、
事業所支援、教育体制確保

第４回臨時会 11/16 1日

市議会のホームページ
「議会を知ってみる」

コロナ禍における
予算審査の状況など
詳しくはこちらへ

議員の報酬や政務活動費なども掲載しています

コロナ対策や
物価高騰へ
向けて

だれでも
傍聴しやすい

議会を
止めない

物価高騰対応における新型コロナウイルス感染症対応地方
創生臨時交付金を活用した本市独自の各種支援事業実施の
ための経費政策を審議しました

■赤ちゃんやお子さんといっしょに本会議
を傍聴できるようになりました。 ■子どもが身を乗り出

して落ちてしまうこと
がないよう、落下防止
の柵が設置されました。

段差がなく、車いすでも傍聴できる４階の席です。
窓が設置され、子どもの泣き声などを気にせず傍
聴できるよう、防音対策されました。

●困っている学生を応援する
●子育てしている家庭を支援する
●市内の事業者を支援する　など

４年間で計31回、409日間、議会（定例会・臨時会）を開催しました
※令和４年第４回定例会を含みません

※

４年間の議会４年間の議会
～コロナ禍での市議会～

お知り合いの方でご希望の方がいらっしゃいましたら
谷戸図書館（　042-421-4545）へお問い合わせください。

「声の市議会だより」をお届けしています。
（デイジー版・CD版）

令和4年（2022年）11月15日 第98号 12

古紙配合率70％
再生紙を使用

お問い合わせ 市議会ホームページ議会だよりについて 議会事務局庶務調査係 　　042-460-9860
傍聴等について 議会事務局議事係 　　042-460-9861 http://www.city.nishitokyo.lg.jp/sigikai/index.html

gikai@city.nishitokyo.lg.jp

西東京市
Nishitokyo City


